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東亜同文書院卒業生の軌跡
｜｜東亜同文書院卒業生へのアンケート調査から｜｜
一、はじめに
l
書院史と関連して｜
本号は一九九四年末から一九九五年にかけて筆者が行った東亜同文書院および東亜同文書院大学、東亜同文書院大
学専門部の卒業生の方々へのアンケートの回答を軸に、同卒業生の軌跡の一端をその中から浮かび上った思考や行動からまとめたものである。すでにくりかえすまでもないが、東亜同文書院は、一九O一年に上海に開学したビジネススクールとしての専門学
校である。経営母体は 軍 会で、日消戦争後の同会による日・中間の本格的な教育文化事 のその中心的事業 一っとしてこの東亜同文書院が開校された もちろん、それは突然の開校ではなく、その前史にみられたいくつか 試行の上に設けられたものである。その前史は荒尾鞘による明治十年代末に行なわれた
k
海
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や漢口での靖国の地織情報の収集活動があいなさらにそれを編集刊行した『情国通商綜蛤ぽの日前貿易研究所の存在
はじめ
があった。編集者は荒尾柑と親しい根津一で、のちに東亜同文書院の初代院長に就任し、書院（以下、書院）の経営を実践することになる。『消国通商綜覧』は、清国の商業地理的内容をもっ貿易実務書への原型に近く、情閣の実態を初めて日本人に知らしめ、好評を博した。
それを刊行した日清貿易研究所は、いわばその後の東亜
同文書院のモデル校的存在であり、一八九
O
年に同じく上
海に開設された貿易実務者養成の学校であった。しかしそれはのちに日清戦争が始まり、日本へ引き上げざるをえなかった。日清戦争後、新たな日中聞 文化交流をめざす東斑同文会が教育事業として・貿易実務者養成の学校を構思した時、この会の運営の中心 荒尾から情国滞在時代に熊陶を受けたメンバーや、日清貿易研究所の出身者が中心担い、近衛篤麿が理事長となった
e
したがって、その構想
の中で浮かび上った東亜阿文書院は、先行した日消 研
w.盛岡文茜院卒業生のftJH, 一東亜同文書院本.自量生へのアンケー卜調査からー
究併がモデルになり、同会が中凶作地で展開するニとになるさまざまな教育事業の中心校としてト．出に設けられたのであ 。
n消戦争後、さ支ざ・中市な政治団体が中川合めざし
て結成され、学校 ども設立されたりしたが、市爪桜川文会・ど市民夜同文書院はそれらの団体や学 は明らかに異なっており、とくに後者は日消戦争前に日前間の貿易を日本人の手で担おうとするための人材 成の目標が明確に継承されたといってよい
r
したがって、京夜間文書院は日消聞における有能な貿易
実務者養成の専門学校 して設立されたのであ 戦後になって戦時中 書院生の通訳従軍や外地での設置などを理由にスパイ学校ではなかったかとの流言 直接的 は当らJ」
L実際‘中国語（北京語）を徹底してトレーニングし、の
ちに東京商大の教授になる制限作佑は開学問もない時期に、k海や漢口などで消同の商取引慣習とシステムを学生とともに詳細 調査し、学生のレポートをもとに『支脈経済全a司J』
設H』全一一一巻として刊行している
3
そこには開設当初の苫
院のめざす万向がきわめて明紘 打ち出されてい いえる、それはのちに『大旅行」へつながる背肢に る である‘院長に就任した俄神は‘資金不足を以給仲間生制皮の調布人に上って軽減し、しかも有能な学生を募集することにも成功した。こうして各県一一名ずつの 募集は、大限への夢と県の学生への給費制度によって、各県での入試の餓争を次第に激化させた。俄俸は同時 入学生を上海で なく東京へ集め、皇居や伊勢神宮、京都 神社などを順に巡り
日本文化や日本附仰を入学生に感じさせる仕組みも工夫した
J上海は当時凶際都市であり、それだけに刊本人として
の自覚を促し‘山中国で時爪にならないための処方筆を生み出したといえる巾それらに恨昨院長の才覚がうかがえ、のらにお院生や書院関係者にし乙つてのカリスマ的存花になる川践をうかがうことができる。
入学した学生数は各県
J1
二名限度の給費生のため当初
しハ
01
七
O
名程度
J
のちに私費生も認められ、さらに満鉄
や新聞位、外務省などからの派遣生む受け入れるようになり、一学年一
OO
名を越す年もあるが、それでも専門学校
（一九二一年、大正一
O
年より修業年限四年の市守門学校に
なる）の書院時代は一
OO
名を越えるのは七年分しかな
く、全体としては毎年六
01
一OO
名程度が卒業した。そ
れが大学へ昇悼惜すると 一五
O
名前後とふえ、あわせて一
九同三年（昭和 八年）に併設された大学専門部は二一
0
1
一六
O
名の入学生があり‘一九四一－一年（昭和一八年）以
降一一．年間は三
OO
人をこえる入学者があった。しかし、こ
の時期は学徒出陣や繰
k
げ卒業があり、その後の終戦の問
？にかけて教育環筑は急速に忠化している
ο
一九四五年
（昭如－－
O年）の日本からの入学生は、中凶へ泌れず、防山
山分校で過した
r
一信・
HK
はれ
H院、書院大学、同専門加の卒業生敬、入学私自
数合
J小したものである。お院時代は約三、．一
OO
人が県立
ち、お院大学－
M
専門部は約て凹
OO
人が入学した。あわ
せて約四、じ
CC
人がお院、書院大学・同専門部に入学した
ことになる。学科は期間経科が中心で、
当初はそれに政治科、
., 
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箆一表東亜同文書院卒業者数
F自第
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工科が短期間ながら設けられた。また中華学生部も設けられたが、日中戦争により中国入学生が減少し、自然削減となった。なお、大学界絡時には二年間の子科が設けられ、商科大学として専門説程は商業に関する理論と応問が中心分野と
c
しかし、大学界絡後の書院大学は日中戦争下で苦難の道
を歩むことに る。
すでにそれより前、一九三七年（昭和一二年）には第二
次上構事変により、一九一五年（大正四年）に完成した円熟期を迎えていた徐山本雄の新キャンパスの校舎が中国兵の放火で全焼し、一切の図書や資料、展示収集品等を失ない、やむなく長崎女子師範跡校舎へ移転 そのあと上海の書院に隣接していた南洋大学（現伝 交通大学）を借用、再開しているの財界や居留民団 援助で図書の手当がなされ、以降終戦まで借用、終戦にともない校舎は返還、間学となった。四五年間、二
O
枇紀前半期に及ぶ上海での肢史
に幕を閉じること なった。
ところで、二
O
世紀前半期の中国は激動の時代であっ
た。辛亥革命によって長 にわたる消朝が倒れ、一時京世凱による政権乗っ取り事件があ が 何とか共和制へ移行、中華民国が誕生し かし、中央集権体制の崩簸は地方に軍闘が割拠して内戦をもたらし、のちに蒋介石が統一するまでは軍閥と土匪による政治的混乱期が続いた。政権の弱体化で列強の干渉も強まり、そんな中 日本が押しつけた二一ヵ条要求（一九一九年）は、学生遣を 心にした五・四運動を生み、中国に本絡的なナショナリズムの芽を生じさせ 。それは一九二五年の五・三
O
事件でさらに
点火され、全同へ排外・排日運動が拡大した。そのような波はやがて書院の中へも及び、日本市部への批判行動を起した例もみられた。
このような社会不安と混乱の中、一九
O
七年から始った
書院生の「大旅行」が冒険的旅行のふんいきをもちつつ毎年実施され 。その契機は関学時から彼岸佑によって指導された前慣習 現地調査が多面的な中国をもっと知りたいとする書院生の気持に継承 それが直接的きっかけを与えたのは、二期生五人による辛苦の西域調査旅行の成町によるものであった。詳細は省く これによって外務省とのつながりも出来、毎年五、六月から約三カ月間 中国「大旅行」が最終学年学生の最大行事として定着化した。当時の交通状況を反映して、山脈行のほとんどは徒歩中心の「大旅行」で、日本人 ほとんど知らない熊山村地帯を奥深くまで入り込んだ。中国を越え 遠く東南アジアまでそのコl
スは広がり、会計七
OO
コlスにまで及ん合｝。
この「大旅行」は、いくつかの目標があった。一つは上
海だけでは理解できない中岡の実像を現地で確認、経験し、一一つは各人が卒論としての調査研究 行なったこと、また途中から日誌も提出が義務づけられ、旅行中の中国各地の実情が記録されたこと、また、三つは入学以来 各寮の部屋単伎で上級生から「書院カラス」と称されたほど中凶誌の発点目・と、中国人教師も交じえた 国語授業 特訓の成果を現場で生かし 応用することであった また数人単位の各斑の学生は軍閥抗争や土匪出没の中で苦楽を共にし、強い連僻心を生み出すことにもなった。前述のように、この時代の中国は混乱期であり、
4 l,ij 文書院記念側
この時
代の中国を集中的かつ全域的に活写した記誌は他に例がない。それだけに、この「大旅行」の記録は一一
O
世紀前半の
中凶の文字通り空白の記録を埋める白磁な存伐になる筈で弘山
λ勺なお、この「大旅行」は半世紀に渡り、ヒ
OO
コ
l
ス比
七及ぶ継続的な地域調布であり、フィールドワークを前倒する筆者の専攻する地理学の分野においても世界に例をみない突出した世界品大級の凋況だと一．
d
って上い
J
これらの
成果は『支郷省別全誌
V
や『新修支郷省別全誌』など地誌
として刊行されたが‘戦後 日本ではほとんど評価されていないゐ戦後流布されたお院をめぐる性終づけや、臨時期作品への軽視がその背景にあるからであろう。しかし、今日の中闘の急速 変化と底辺に ける伝統伎 、今後これらの作品を評価させる二とになるのは間違いないだろう
9
書院生遣は卒業後も各分野で活躍した目とくにその多くが中国で職を求めて る。中国で活脱したいと う志を
もって入学した多くの書院生にとっては当然であったかもしれない。多くは商社系、金融系だ 、備事館ないどの山口実やジャーナリズムの世界にも広がって る
z
満州同が発足
すると、中凶本土か 満州へ就業 場が移動するケ
l
スも
みられた。新生満州国の官吏にも進出 いる。昭狗十年代には
n
本内地の大学の中には、中同へ沼山や研修の場を
広げる例もみられるようになったが、中国や満州では書院に及ぶもの なかった。それだけに、敗戦にともなう戦後、多くの書院卒業生はほとんど無一文で引掛げ、戦後の厳しい時代 もう→度活設計し凶さねばなら のそんな中 内地 抹のな
かった卒業生は、相互に扶助しあい、同窓意識を強める形で再起しあった
E
中国どの問の冷戦が続く中‘中凶との関
係で活躍することはできなかったが、折からの尚度経済成長期には外地での生活に慣れぬ
μ本人の先頭を切って外地
へ赴き、日本経済を支え、また日本市場を位大する上で貢献した
ω
まさに日本特済の成長をそのフ
υ
ンティアゾ
l
ン
の拡大の中で支えた卒業生も多かっ
ω
そんな中で、「幻の名門」という形符制的川却がお院の
LL
に冠せられ、書院の名が人々の記憶の中に継承され 。しかし、同時に、折からの東西冷戦の中、イデオロギー的対立の中で帯院 位置づけは随民地の先兵的計価もなされ、卒業生の人遣は自陶に自己を語れないふんいきもあった。策者が十数年前、「大旅行」に関心そもち．さらに書院に
関心を持った時はまだそのようなふんいきの残る時代あった。そんな中で今 亡き九期生の斎締文綾氏から始めた卒業生の人達へ インタビューをつづけてき 。そ 数はかなりにのぼり、策者自身いくつかの人生を味わせていただくような特験 してきた。インタビューは今も続いており、それらはいつか・まとめて世に出したいと願ってる
cしかし、卒業生の方々は高齢化 すすんでいる。日本の
Jr
均寿命の延びが繁行のインタビューの機会には幸雄で
あったが、さまざまなむつかしい状況も同時に進行中である。そこで、できるだけ多くの卒業生から体験や意見をうかがうため、一九九四年末から一九九五年に けてアンケートを実姥させてい だき、全体の方々の軌跡を描くこ を
11(,j[阿文書院卒業中山航跡一 4[,fil ［司文高r.:c ’F V, ’t--vけ・ンケート ll'tri芯・ら5 
考えたに正庶に守口えば、一川川帥化のすすむ中でインタビューが時間の流れに追いつかず
Hト
H
にこのような形℃七悩し
なければ多くの方々の体験や意見が聞けなくなってし主うレ」いう限りがめったこと
ι
事実？ある，そして何上り
Jhhh
院の歴史を哩れさせることなく‘光郎く歴史的存夜とし雌認し、刻印しておきたい う制いがあったためであるん
以ドはそのアンケート結川市にしたがってストーリーを十
すめる。
なお‘書院卒業生のアンケートによれば‘書院の認知の上での雌川崎は、桃山川 受験校誌「受験旬報」（同文社）に上るヶ
l
スの多いことがわかった
J
そこで旺文社宮探勝山也氏
山御協力をいただいて 中
1時の－受験旬似」に沼介された
書院の記事 本文の聞係分野の中にコラム的に挿入させていただき‘アンケート結果に連動する仔扶を多少し」む促付けられるように
I
夫した「受験旬報」の記事は受験情報
が中心ではあるが、川時にその小に市院の動向 ポす内容もかなり含まれてい ‘アンケート支が多く並ぶため、これらのコラムが生き生き・とした当時のさ院の炎情を伝えてくれ、仲れ
H院微を同かび
Lし・りせてくれらであろうことん」刷っ
た
Jアンケートにご協力いただいた多くのお院の
U
々と．日
文祉の官滞静也氏には厚くお礼巾し上げたい。
b 
二、アンケートの方活
r.,n J唱え記：f:u 
γ
シケ
l
トの内海については、それまですすめていた書
院小食生九山間さ・取りの経験をふ去えて比定した、
そのド七山内山廿は‘入学に間する事項、書院での学業や生
活に間するが刷、書院の胞誌や行事、教育に問ずる事．刷、寸芯院日沖」山、出院生気質に問する事川‘卒業後の・札業での山中凶
E
のかかわりい々に関する事項、戦後の就業と中固との
かかわり万に附する事刷、枠内院への日比ト々に附する事刷、ぉ院での中国語教育に関する事項、現白の山中同訴とのかかわり幻に附する事明、「大旅行」をめぐる市儲からコース、現地での対応、作品、人生への影響にまでかかわる事項 本総後の兵役とそれにともなう彬響に間十るポ哨、川窓の先哉と後押慨に間する事項、人生の山中での占 とのかか に問ナる事項、など ‘きわめて多岐にわたるが全体 基本的賀川崎
H
はいハ一
O
を邸え、その仲代川会加えると九
O
問に及
??
，rλ3
い‘アンケートの白川内存は卒業年次に上って少
しずつ変え、全部で六樋顎 分けた
U今回は特定の項目に
ついては一郎の年次生が揃れているが、これはそ ようなアンケート山内容の卒業年次による差の めである ただし、ここではなるべく共通項目に閉するアンケートの結巣を・ボしたリそのため、アンケート結果のすべてを こに示してはいない。一つ 紙幅 関係もあるが、筆者 判断で全体の動さとは直後かかわらない部分は割愛したためであ
本文山中で記述に
る
ι
それらの一郎は炎には不さないが、
よって表現したケ
l
スもあるし
アンケートは一九九四年来にど健紅である方々のすべて
に発送した
Q
その総数はつ問＝一八人。最も古い卒業生は
一二期生のお一一人であった
t
寸でに一九州生までと二一則
生は一
C
人を切っていたロまた二
C
刑期代まではその数も少
い」また外国人 よび外同作住の卒業生のすべてにも凶際蕊使で送付した。
その結巣の附符凶収放はお－－
HK
に・がすう
部院準業生 回収教は一間九で送付数の」一六・七パーセント、支た恐院大学と同専門郎の卒業生同収教は・一三九で
送付数の二七・二パーセントどほぼそれぞれ四分の一の比
字会いれめた。書院水業生とお・院大学、同市可川郎卒業生の問の回収不には大きな差はみられないc全体の回収数は三八八、同収不は二七－Orハ1セントになる4この数字は一舵的な郵送調査に比べるとやや多い穣皮である含ただ、九O問に及ぶ質問凶門教を巧雌すると‘まずまずの制収比率ではないかと思われるそたお全員に筆苫の執奈
した『「幻」ではない取組制文軒両院とポ似川文書院大学』と
いうタイトルの小論が掲載されている小冊子『来高同文書院大学と愛知大治ぽ（第・サ、ベ叩出版）をアンケート用紙とともに同封したcこの冊子には書院卒業生の小林一夫氏（えNHK解紙委員て小崎日業氏（・冗ルーマニア特命全偉大使）、袋井卓三氏（元読売新聞社編集委員）の諸氏の書院を
間 送付数 l品Ji&数
12 ( 1912 年入学） :! 。
13 。 。
1ｷ1 。 。
15 。
16 。
17 2 
18 2 。
19 日
20 ( 1920 !J'. 入学） 10 2 
3 。
つ”勺“ 10 
2:l 17 
2ｷ1 20 2 
．・》”: 15 ・・，>
26 ( 1926 、 U/U口元fド） 14 :l 
2司' 16 。‘・
28 23 2 
2リ 28 4 
30 (Iリ初年入学｝ 34 6 
31 21i 6 
32 (1932 、 113fn 7 年｝ 29 :>
3:l 26 4 
34 48 lfi 
35 48 13 
36 51 :H 
37 58 16 
38 ・ 39 63 28 
’l 、3十 55!) 149 
（出収比率） (26.7%) 
40 (1939 !f入学） 76 2,1 
41 101 32 
42 106 :n 
43 119 ．“l ＇.日7 
llO 3-1 
99 19 
不明
61 19 
88 30 
不l!Jl
68 15 
51 1 
’l、H 879 239 
（回収比率） (27.2%) 
合計 1,138 388 
（回収比率） (27.0'lも｝
期別アンケート送付数と回答数第 2表
ii( ，骨 Ii司文書院郡司E生f，軌跡 ii!•！王同文書従千百E ’t，、のアン今← l 副 tiからー7 
めぐる論考も出向載されてお打、同党
Hに中
J
りド
H院当時の学業
や生活を卒業常いが思い出されるチャンスにしなったのではないかと思われる一
U
いずれにぜよ、問山介していたどいたアンケート川紙に
は、通り一遍の記述のヶ
l
スもあったが‘中には川紙山科
面、さらには用紙を付け足して気持を吐諒される形で衣川切されたケ
l
スも多く、筆者の方が思いがけない迫力に圧倒
されつづげるヶ
1
スが多かった
J
これはアンケート山北問の日レ一んどが
ι
人々式℃‘選択
肢による川刊行の設問はわず にすざなかったためであろリその結果、ぎっしり書き込支れた例答をどのように処即一するかは新しい課題になったが、今回のアンケートの整理の過税では、去に・£止めろか法をとったため‘内山什酬はか々凶作について キーワードに集約寸る市でまとめるこ しにした
n
そのため、その烈烈には多くの川間と判断力企必吹
とした。なお、回答の中で、さらに綴り下げた内等をもっ記述や
そこからさらに描出展した長いえの記述については、それら内山けをさ に彼処してそのトよ
Hが生かせるよう別制件、切応
したく考えている、また今回は書院卒業生の時期別の対応や考えを系出に災現するため、紙一怖の問題もあるが各回答の比率もあえて炎ポしなかっ 。全体の中での数字の大きさで意見や々え方の分布がわかるレベルに山め したがって、クロス集計などによる分析は行っていな 、分析よりは、出院卒業生の期別、つまり時代の流れの中での怠凡や考え方の変化やバラエティを多くの方々に理解してもらうべく、なるべく
生山形に近いしヘルで支とめ、一がすこ
L一仁心がはたためで
ある
J
そのため、本文中の解一みもなるべく故小限に留め
日卜‘
γ
ンツ
l
卜紡州市をつなぐ形？険川し亡いくが、そ
れん一の
γ
ンヶ
l
ト山川県日統計的には全休止し亡十分に有効
であろが、何答を寄せていただいた全体の約四分の一にあたる凹
OO
人出の方々の結果である二と、このような内容
の
γ
ン今
lトに対して附傾的に付応していただいた方々の
結集マあ ことを付記しておきたい
J
ト主・た凶け作者はお院時
代け一六期生の．人が肢も十日い卒業生であり、一
O
朋代は
わずか二 人、二
O
期代は一九人で、多くは三
C
朗代の方々
であること‘など情成に偏りがあること、これらの点は．設川の内完に応じて期別の区分合巧成したことむ付記してみイノ＼
同：..＆r.，主 J己－~＂記
三、富院への志望をめぐって必院の入学時が毎年 八月から内地の学校のように四月入学へと変挺されたのは一九一一一年（大正一
O
年）に入学
する・二期生以降のことである
r
それは凶作ヤから書院に対
し「専門川町
r校
AH
」が適用され、在学期間もそれまでのご一午
間から凹年間 更 こととも関係している
e
これ
によってお院は内地の同協 学校在終合性をもち、、外務宵の所管となった。書院がこれによってさらに内等が充実する二とになり‘書院時代の円州知期が始まることになる。一九一五年 完成した新キャンバスはそのような書院発燥の舞台にもなった。事－のようなお院のわ仔似合入学生迭はどのような情報に
よって知ったのであろう
J
第三表は書院の情報源についての阿符である弓問答行の則別は七区分した。大きくは一二九閉までのお 時代と問。期以降の書院大学時代 区分し、さらに 代は三三期までとそれ以降に匹分、うち→
J．山期比
Hm
終学年に校舎が焼
けて急拠長崎 仮校舎へ移行した学年とし 、区分、三七期と三八期・三九期は書院 大学への界絡が噂され ようになった時期であり特別に．
h
分、その結果、：一．
h；＝・
uハ則
も区分された。四
O
期はお院大学時代の第一期生であり．
特別に医分、あと四六期は太平洋戦争の激化 中の進学もより厳しい状況下の学年で、結果的 日本内地で合凶附した学生は東支那海が危険なため上海へ渡れず、富山県呉羽
仮校舎でわずか半年間あまりの在籍で中断されることに々った’』と 区一分した。
同去によると、全期を通じて最も多いのは先輩からの情
報、つまり進学希望者は当時の中学校や商業学校（今とは旧民なる旧制五年制）で、それぞれの の書院へ進学した先輩からの情報である
9
この時期、書院の卒業生は夏季休
暇には内地へ帰ることが多く、そのさい母校に寄り、時に叫校で講演会を聞いて中国の実情と書院で 学業や生活を伝えることが多かった
e
そんな中で大陸と書院に胸踊らせ
て先殻からの情報に耳を傾け 芯闘行が多 ったに違いない。とりわけ、書院は内地ではなく、中国にあ ことが、書院情報を内地の学校 ように入手しにくい状況があった。それだけに先荒からの生情報 口コミとしての大きな有効性を発問押したことがう がわれ 。その両者をあわせると八六人が先輩からの生 より書院を知ったとしており、このように進学希明容 とって先輩からの情報と先輩によ 議演が書院をより身近に感じさせたに違い い。例えば、二三期の加雌府夫氏は、長野県諏訪中学時代問中学の先輩で書院に在籍し いた坂口幸雄氏（一二期）が虹季休暇中 問中学会訪ね 生徒の前で描出した中国と
お院の話を聞いて書院への進学 決意し という。坂口氏自身の態度も魅力的であったという のちに『大旅行」の仙川、解散後に卒業して大辿に就職していた反日氏を訪ね、大変お世話になったという
c
中学時代の接点が先輩後輩と
してさ院時代、さら 後も続いた好例である
このような口コミは教師や父兄、続戚など 貌朕からの
情報の多いニとにもあらわれている。と わけ外地にあっ
t草者•I・司 z;i;i;主.，；， i' ’Ecfi軌跡 唱t-l¥.I司u寺院＇「 ~1:--c'＞アン今← 1・剥 tiからー!) 
東亙同文書院を知った情報源（綾数回答）
1- 'f. j羽17~ 33 3,1 :l!i ・：10 37~:19 40 ·ll ～・l:i 46 
受験被 i芯 3 ('I:・ 3 8 6ｷ1 
募集案内 .” ? 16 2:l 
県の公税i -, 4 
教師がら り ll -, :1 8 3 39 
父母兄から .l コ :!8 品18
純白主か , 3 s 10 
友人、知人から ,’ ・〉 ・』) l:i ,,,’ 
先識から ll 3 ” ' 討 JI t)I} 先輩のお tJi 5 持 l!J 
本業「十のi,!;f担
自「名で .L ＜知っていた ・》 -, -, H ・ 3 !? 
日常的に知った -, -, 
中国；こい亡知った -, I 18 
書院生をおIって -, つ・．
i崎鉄派i自制度で 日
長崎｛反校舎を知って
荒尾崎を知って
小竹教l受から
cjl出1白羽lから
t民f d 、 f目 IO 1ｷ -t:l ~l:\ •)” I H“ 3(i _, 
第3 表
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〈コ－フム
1
〉東亙同文書院
（）恐らく変則
hHいないであろうコ
－刈除仲間人
HMHH
凡そ何十名山川・上向でも受験出来る
w怖になった－
人此間凶川駅以の市川恒川文会か・リ出酬明占れるので本伐の教
n
’hト、
4ふ’
haL
企品川叫汚水－
hf
」
J
JiJ
?|{
i
’; 
｛マ毎年｜今月卜日に消却肌仲仕のトヘ然が汀われるヲ山町板神社は日
品川川川口同研究州
4t両院の前身｝の
duvn
抗
M叱氏及び品院
MH
八仙の功
労行被市院長、近術品 収（文瓜氏のハ人れ）の一二氏の外他界された畠院町十骨誕生泌氏の霊を犯る仲村であり、
UNm
院は昨年唆成さ
れ允むのごめる
τ川町市川従前｝（へ，凶限切台市）
三九一一一六｛附
l
二
1
月上旬り
J
f
「ん土阿上級諸学校動向覧」（「受験旬報－よりと
〈コラム
2
〉東霊同文書院
【川治】
mm
散は二切であるが．山凶阿山式は必ずしも一定していな
い昨年は近欣文と拘歌でわったのが、今年は近在文・こ削唯一代文に々二、いる
n
こうした定化わる出凶かム鍛十し一．本代が泌打に叩仰し
ご
7v
、ト
l
；一－
vhL
十る
ι…は、川文のん
tMm
的ぷ長にあるといえよう守
山町って
4mm
の位以内…
du
－－二になくてはな・つめゆ
MMWA
の全般と二いえば
ふ
tH
に広
J、問えるが・匂門的だ研究ではなく、守一岨りの同文常議
・ψ町役で
L
いのどから‘町一十
H
・近伸文・別代・
1
・
M川・
13
にHってお晴
美をつ
υ
七おくべきであろうき内みに昨年の筋
J聞は雌洋高尚の文
から‘今作は万丈記から伝られている－現代文は附めて新しい炎現ur
八hγ
引の℃・ぷ山氏叫に街、む
ι74・吹十ろしのであること金付け加・
1
v、乞，、－m
文－
M
必に比して変化のない一貫した出凶である。二組とも返
－H川町ふれるもので．制町公は送似名正解釈
fある弓内定は教訓鎖、山工
m
rμl
ごたれ分がえ引のもの？わ・つ内耐して次に．
4したものに上っ
て叱阿る除に．山山内叫はた体釘れ々しのであるから、そうした錨の畠ぬか一中心に不備を進める方が効来的ごあろう巴
山川山仇八ん
1I
（附十一
v
，v血fA
門川卜）品叫川忠
U州『
Ml
・－｝純一政市
A昭
〆－、、
z：九. -
［旦：正
純｛
,·~ PH 
マー＆，
f宜主
l』J .! 
；集こ＝
出占
1'[j ，、
l 傾し明記
悦 V
. -1. 
X 
験
{,) 
側
，上
り
、、，J
l•'1Hl~主2己きて開1 10 
〈コラム
3V猿豆同文寄院
内界的には干測それされないけれども、弘和一一切・初日公一凶で問
題の長さなども例年のようであるから．主ず本年度あたりの問胞が斯んなものかと思えばよい。山山山岨のト刀針には大さな変化はまずないと考えてよいであろう
η
諭説、
h判事、防策と
sd口った多回開多慌た内海
のものが読みこなさせる力を縫って白く
wp
が領乏しい－さりとて多
設を寸ずめる訳では勿ぬない舟間口を広げず．少訟の良書を叫附託すればよろしい
Fm
脳出が平易でも、住か一時間で之とめあげるのであ
るから相当説合働かす必．唆があ 。
仰向央は且取も広いぬ州の
H川記事文でわるが．巾仇して熊柑はな注文は
していない竺リーダー径二一 英泌が完全に呂きこなせればよいの守ある一甘品本的な文法い則投金制配備すること
aか川川上り大切である。山中心
とな 谷行持そ災和・
h刊災九州
H州政ト仁淀でナすめてゆ
3
・
1附債な
どは他のん向かん一地
R
・7t
・7
・M相合川うるが即日いやりねである、
＼九三八
Am
十
J
｝仁川上旬
ηJ
f
『全川
l級学俊英知山剛山似向火山岨より」交験旬側」｝』
〈コラム
4
〉来夏同文書院
合、改正される点なし空二－本院は支都事変の為、昭如十一一年十月十八日伝記臨時校舎に於て開校せり
c
長時叫市桜馬場町七一（旧師範学抗日跡）
下九三八（昭和卜一一一｝一一川上初日り
J
f
「学校当日何よりト
J一年唯受験生三二受験旬
MW
」上りて
〈コラム5
〉東亙同文書院
－－試問・市は一本；試問什
Hは六人山で、所安時聞は崎町泊てハ刀
WHH
い
人で五分伎である。ニ・本的同士山貨の剛叫山を主に尋ねる。その他一般身
L
に間十る事、他
校受験の布制定ザを聞く
F
：一．口試は煎御されている。態度人物を上く斗－hれる位・真耐
U
な
怒度と絶対的に正直であることが必要である
｛一九三八｛附十二・）六月上旬号令交験旬報」）｝
〈コラム
6
〉東室岡文書院
一．胸開胸陥札張貸住内臓（胸郎、仙刊紙、心獄）WM
（聡
hH
．
tm
剛』）目（恨力、出閉山山｝
．一．呼吸認病、花柳病．色行（経肢は可）J一－
n
三月二十一日｜孟二一月一二十
H
（受験地毎にむ期間内に行う）
凶．体織部門も山川県費生、公費生等は受験地によって相違し一定し
ι
、
z
??
E士
m 
;f 
九一二八｛昭ト
J一）仁月中旬
HVA
一受験旬報」）｝
たお院の情報は鋭にとっては目立つ存在であったろうし‘次炎にみられる県給費制度による授業料・学費の安さも当時の日本にあっては魅力的であったの
それに対して、受験総誌による情報が第一一位を占める
が、問
O期以降の書院大学時代に入ると受験雑誌情報が第
一位を占める。受験雑誌 名は『受験旬報」で一九コ一二年（昭和七年）に旺文社か 発刊されるよう なった。毎月上旬、中旬 下旬 三回刊行される週刊誌タイプのきめ細かな高専や大学に閲する受験情報誌で、のちに受験雑誌「蛍雪時代」へと発展するの尚専や大学への 生が噌加しはじめたこの時代を反映した新しい受験雑誌の草山初であった。山Yl附のお院の入試情報をコラムのーから
9に示したのこ
こでは書院時代の股後にあたる一九・・一六年から大学界怖が決定される寸前の一九一九九年一月上旬まで 内容で る。
そのうち、コラム
116
までの小報は、書院の入試方法
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第 7 表
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それによると前掲第六夫の入学用山で示されたように、中国で就業し生活したいという最も多い思山が、入学が実現したことによってさらに具体的な夢となってあらわれている。すなわち、肢も多い夢は、「中国で将来働らさ中国で竹を開めたい」という・Lへ覚怖を決めた妙であり、それに「日中両国民のために働き尽したい」、「中国人のために尽したい」という捗会加えると、九七作の過半数をい山めるほピの大きな夢となるnその他、「中間を見、学びたい」、「中国泌を学びたい」合加よると、全体の約一一分の・一が何らかの形で中国に問心をもち、中国とかかわりたいという大きな夢をもっていた二とになる、そしてこのような砂は後述する卒業後の就職時にかなり実現している点で、入学生そして書院生の強い意志と決意のほどがうかがわれるJ第 8 表 入学時の夢
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それは
「自主性」や「広い視野」とも関係すろ。戦時色が濃厚になると、内地では市川主義ドでの出版・一－
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また「上下級生の一体性」、「人絡・人間教育ぺ「教師と学生との交流」などの凶符はむう一つの書 の特色あったことが知られる。とくに「教師と学生との交流」については、学生はもちろん 教師も同．キヤンハス内に生活しており、教宅外でも日常的に学生との接点 あったことをあらわしている。第一二表は以上のような書院教育の巾で、そのすぐれた点についての阿答をまとめたもの
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その他では「大旅行」やそれを指すと思われる「実地教山どもあわせて大きな特色として認叫附されているョまた、第一一袋小でも大きな比率を占めた「人栴形成」‘「教師と学生との交流」、「精神教育」、「山崎学精神」など人間関係にかかわる教育への評価もあわせると五
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尚く評価された寿院教育の．つ’として評価されたといえる。以上のように書院教訂にはいくつかの特色があり‘それがそのまま書院教育のすぐれた点としても評価されていることが明らかになった。慨していえば、この時期の書院の
キャンパスもすぐれてい が、それ以上にそ 司、工夫展開された教
η
システムが尚く評価されたとコえる。
ところで、このようた教育システムの恨ほには荒厄柿から俄津一の手によって生み出され継承された建学の梢神が
あり、それに東亜同文会 主旨も加わり がそのような教育システムと密接な関係をもっ た いえる。前掲第一一、一－一次の書院教育の特色やそのすぐれた点に関する剛容の中にも「也学 柑仲」 挙げら る とくに第一一表では それに閲する「精神 育と礼儀」‘「人間教育、知育と徳育」、「日中アジアの親善」などの田容を加えると七
O
件ほどになり、書院教育の大きな住となり、それ
が評価されていたことを総認するこ ができる
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それは全体としてまとめれば「書院柑仰』ということで表現出来、建学の精神をあらわしてい と古って い
3
そこで第二二表ではその建学の精神である『書院の精神』についての具体的内容をどのよう 理解されていたか
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f
ユ沖←
臼ア中入浴自ヒ拘恨近国独院パ白日そわ無一
内
（！仰5 ！ドｷ,ｷ ＞ケートより ll'/J~ ）
についての凶芥をまとめたり
それによれば、圧倒的多数を占めるのが、「日中提携」で
あり、それに「アジアを興ナ＼「中間アジアへの珂併」を加えると全体の制答数の過半を占める。そこに建学の精神、池山下山日的が剛山解された形で火刑切されているといって上い。支た、「人裕形成と礼儀」、「な仕の精神」、ァ
M
向と寛
引け」、ご刊
LL一団結」、「
Mmm
の王道州仲」などにあらわされる
精神教育は教育方法 して もう一つの書院精神とし 環制刑されていることがわかる。山内院の述学精神は「創刊学要旨」ーと「立教綱領」に示されhr
・？っ「州立r川弘行」は也八十の川沖合あらわし、
「中外ノ実学ヲ誠シテ、中日ノ英才ヲ教ヱ、一ニハ以テ中
凶市教ノ民ヲ制一ア、．ニハ以一ア小川鮒脇ノ悦ヲ凶ム。期スル所ハ中国ヲ保全シテ 東亜久山
K・ノ策ヲ定メ‘（子内永和ノ
仙川ヲ
hu
ツルユ住リ」
’Y一示している、中1時山出札
L」混迷する隣国山中同に対寸る
n中川陀批による
安定化をめざそうとする主旨であり‘回答の中で圧倒的多紋を山山た「日中川従供」はこの也八千の制柚仰を見事に汲み理解していたものといえる，主た‘「心児教要綱」は、「徳教ヲ経ト為シ、聖経賢伝ニ拠リテ之ヲ施シ‘相
H引円ヲ緯
ト入パシ．特ニ中川学生ニ授クルニハ日本ノコ必文章、楽凶／百科実刑ノ学ヲ以テシ、
H4
一学生ニハ中英ノ言語文車及
ヒ中外ノ制度徐合、市仁務ノ．品店ヲ以テス。期スル所ハ、各自ニ通達強立シ‘国家布別ノ士、当世必・滞ノ才ト成ルニ在ル」
川文書r，孔a・2：軒j :1- 
と示し、具体的な教育方法が儒学をベ
l
スにして述べら
れている
c
この「輿学要旨」と『立 綱要」はそれぞれ、建学目的
とそれ会実現するための教育方訟を明示しており．両省をあわせることによって書院教育の根幹をなすというすぐれた附成になっているのそこにむ書院教育の実践性が十分に読みとれる。
今日の
H
本の大学が抽象化された治学の鮒仰を唱えて
も‘その めの具体的な教育方法を打ち出せない状況が大学教育をあいまいにさせていることからみれば、書院のぬげた教育目的と方法は、時代性があったとはいえ今日再評価されるべき存血であった いうニとができそうである。
アンケートによる回答は、以上の円的とい刀法の二つから
なる書院精神を的確に表現しており、書院生の多くがこの建学精神と教育方訟を書院教育の中で理解していたこ を示してい といってよい。
，－、．
ー一、．，，
中国語教育以上のような書院教育の目的の中で、中国語教育は当然必要不可欠な存在であった。それは前掲第一一安の書院教育の特色の中でも、また第一一一交の書院教育のすぐれた点の山中でも多くの書院生が同意した点であるゆ第一四表は書院における中国語教育のすぐれた点についての岡容をまとめたもの。多くの項目が並ぶがそれだけ中
国語教育の内海が多彩でもゐったといえる3
そのうち肢も多いのは、「策の中での上級生が新入生に
19 35 3i 44 』 :i •16 l勾 容
~ 30 ~ 33 :H 36 38 •IO 41 42 43 子lヰ！噂l"I 予れ目。『！”！
合計
39 予H 専門
＃.ドiで上級生による発 E検fl 3 6 2 5 4 5 2 ;i 4 46 
発 ff・ 教 f ワ 2 4 2 3 4 3 i 5 3 38 
~ 月l 宮t支>, 2主 3 2 8 つー 6 8 2 3 今 旬勺 41 
実 地 ザ、手 礼s 羽, i斗 2 2 3 3 5 5 •1 2 2 35 
中liJ 人 E I! 本人夫 ¥1:/tの？U 3 2 3 3 5 3 2 3 28 
午！日人事語；： I るマン 7 ーマン 1H 2 3 18 
すぐれた教師 2 10 
Jti ，.；：伝来時聞が多い 4 9 
テキストの九暗記 ワー 7 
反 科i 効 * 3 I· 分な基礎カ 3 
文 il: と i事 説 3 
完成された体系のテキスト 2 5 
北京官 J,s に微した
学生による気を与える 2 
道： 見 な し 3 ') ? 10 
卸 記 人 9 2 。・w 5 4 3 4 5 3 3 日： 52 
合計 25 12 15 1 ｷ1 32 2:! 31 34 20 27: 15 Ii 2ｷ1 J.1 8 :lit 
書院における中国語教育のすぐれている点第 14 表
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JS ~主主H•'1<'.S~ホ哩’I:内航跡一車窓1・，J.x&i;;主？定s台、山了ンゥ一、 Z田監から
書院が上海にあった点、書院の外でルトしの中国絹にふれることが出来たのもメリットであったことが回答か・リもわか
る。ただし、書院で学ぶ中国間は北京行拍であり、上海で
は上海語が用いられ、書院生速は週末に外出するさいには
このテキストの中には、後述する「大旅行』のさいに川いる知事への掠拶文々ど、「大旅行」で実践できる実閉会話も一含まれ、全体としとの書院数奇のカリキュラムに沿った編集がなされていたともいえる“ －申告た、上位の評価を受けている「実用会話」と｛実地での刊件」は、お院教hHがめざすれ小川のは坊主傍釘集成にとって重要であった、そのためのテキストである『俵語釈制」はそのような実用的会請をベiスにして加悦さ・引い、生きた中国語会話のテキストとして改訂されつつ書院宗wmテキストとして完成された教科書へと発展したU また、それに悶述して中凶沼の託業時聞が多く、しか仁中山人と日本人の両方の教師が同じ綬業の中で教育するユ一一lクな方法が採川されていたことも叫がであった’－とがわかるcそのさい．中同語教師による発行中心のマンッ。マンの段業七評価される点Eして弔げられており、その他の目答421口めるレ六中国語の教育方法に色々な工夫のなされていた－－どがわかるJ
第 15 表 中国語学習
H 行ーなう紙足立日中心の教育」であるコそれは「楚音教育－を加えると大さなウエイト合占めるJ中阿川品川の先行にはい本山音にない立日も多く、建立H時に動かす口の運動mも大きいAしかも問戸とその変化という日本治ではなじみのない制械が多く、それだけに日本人にとって楚汗は重要な中凶語教育の基礎であったのl:i ｷlti l’t ’が :~8 ~ 33 :H .Ii 3!1 ＂°・II -1a f-1 ド WI”！ Tｷ F干 j リ11"1 ←f・ 11: ,),:J”! 一ーー－－.ソスターできた i -”'): ‘M ’ 5 ＝、 -, :!8 設E t ずまず 20 9 :.!O 1ｷ i 10 ti 106 院の
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( 1995 ffアンケートよ句作成）
r,;ix ＆；：主；（！ ＇.~骨！ 36 
上海語も実践の中で身につけ、そのような方言への対応が．「大旅行」のさい各地の
HJ
討に接した時の応用力にも
なったと七いう
J
このような中国語教育で、中国請をどの程度支でマス
ターできた
L」白己評価したのであろうか
ω
その例符身不し
たのが第一五夫である
s
同夫には現段階での中国語どの時
点についてもあわせてぶしたの
まず、寿院での中国認のマスター状況は「まず支ず」、「なんとか」、「一部だけ」と レベルが中心になっている。その中では書院生時代の方がマスターしたレベルが尚く．書院生時代の中国語教育 より微ほして行なわれたニとがうかがわれる。それに対して書院 学生時代になると臼己封筒のレベルはやや下 っていあ。大学べ
PH
怖が教
育内容を改変したこと、そしてそれ以上に戦時下
ch
業が
次第に不十分にたっていった外部原境の影響によ であろう
c
一方、「できなかった」という同容もみられる。これまで
筆者の卒業生との面接のさいにも、「どうし 中国誌が合わない」学生もいた い 話を聞 たことがあり、主諸般の事情で授 を十分受けられなかった理由もあ たとい・
70同表の下半分は、現在における中国語との接点の回答分
を示したもの。全体としては今日なお中川必に間心をもち、中国語を勉強して るホ が過半を占め、そこに書院教育の成果と、
k－た卒業後七中凶とかかわった本業生の
方々の気持が十分にあら れているとみてよい「こ 後半の部分については、本報告 後半で間辿的にふれる
n
「大旅行」をめぐって
書院教育の中で「大旅行』行事七大きな特色であったロ
そこでここでは京を独なさせてアンケートに従ってその回芥内容をみてみる。
前述したように、書院の は一九
O
瓦年〈明治
：一八年）に入学した五期生がその於終学年（二一年午）の時から本格的に始まった。その発端は上海や泌ロなどの都市での商業慣行訓育や青
島、天泳、北京などへの修学旅行にあった
ε
しかし、書院
伎の中にはもっと広く中凶会見聞したいという熱怠をもって休暇中に数人で各地を旅行する者もあらわれ、次第にそのような書院生の熱望が尚まったり か 、それには多くの経費を必要とし、開学当初の書院にはそのような資金はなかった
c
それを打山慨したのが二期生林出賢次郎、波多野
ら五人 卒業直後 西峻への調査旅行であ 折か の日英同開ト．日係問係 味鋭ドで凶域への蕗国勢力の浸透状況に関する英国からの外務省 依頼を恨津院長が受け、それを五人へ托したも である
c
それは一一年間に及
ぶ辛苦の旅であ
hよその成功が書院生に刺激を与え、外務
行からの鍬償とのちの助成金が「大旅行」を可能にした。
「大旅行」は最終学年の長大行事として恒例化し、各年各
班が作成する調布
mm告書は『支郷小円別余郡ぼや『新修文郎
省別全政
V
の貴重な資料ともなり、それをベ
l
スにして
「文加研究部」として 中同に関する研究所とその研究紀
37 ,i.(,j王＇＇＂士貧民翠$＼＇.主，，，削除－ 11(',\;f,iJ-Z首：：；：キ：建生へ山fンケート調査から
変である「支郎研究」も創・刊され、それがお院のアカデミックな体制を生み出していく契機にもなった一
毎年、数人からじ、八人の班が．
OM
，から一一
omu
日比々。
れ、中国各地へ散った
π
丘、六月に出発し、夏季休暇中も
利川ずる
J・一カ月ほどのまさに徒渉に上る山中国大地を渉く旅
であった。そしてそれを通しての調査報告書が各テ
l
マに
したがって手書きで作成された。
この二
O
世紀前半期の中国は、とりわけ民国期以降は旬
開に上る内戦とその社会的出札の中から派生 た上限の山没する治安の悪い危険な状況にあった。そんな中を書院生は自ら計州立惜別したゾランに たがい文学道り口険旅行をすすめ、中には内乱に巻き込古滑れたり、土匪に遭遇して身ぐるみ剥がされたり 危険なケースもあったが、約問下人余りが参加し、七（）
O
コ
l
スにも及んだニの伝統化され
た「大旅行」での犯行
a人も山ないという奇蹟に近い状
況もあった。ただ 書院大学時代に設けられた噂部門のJ九四四年（昭和一九年）のアパ旅行」で一人が包蝋付近で敵襲を受け死亡する事件が生じている
J
とはいえ、全体
としては班情成による方法と独自の保険 スタイルで総立された「大旅行』は先輩から継晶刑 ノウハウの小 まぎれもなくた叫般に近い順調な成功と成果を
hめげたというこ
とが出来る。それは当時の中国における調査旅行 紅り方会示したもの もいえた。
この大旅行が書院生に大きな夢をふくら主せたことは間
也＆』、、
Fh
、。
一aH日’
vsJ
一’
bv
第二ハ表はこの「大旅行』
をまとめたものである。
への期待内容についての凹符
い火小では骨内院大学時代二年目の凹．期生までしか示して
いないが、「大旅行」は大学易協とともにゼミ単位へと編成され、ゼミ・
γl
マにしたがった淵先
N的と凋在方法をとる
ことになり、問。期以降はその内容が変化するら満州事変一役は中川政府のピザが山ず、また日中戦争が始まるとア火山脈行」コ
l
スは日本市の占領地域へ縮少せざるをえなくな
り‘かつて危険地併は中凶兵が識術主でしてくれた長距離の旅行コ
l
スはほとんど出来なくなったためである。すで
にその影響は満州事変後の一一九期生や一て
O
則生、ゴ一一一期恨
の「大旅行」にもあらわ 日中間の緊張の小で調査地域のほとんどは満川 限られ、「大旅行」を夢見 いた書院生を戸惑わせた。三四期生 「大旅行」の途中で球泌備事件が生じ、旅行の中断を余儀なくされ、以降、ァパ旅行」のコ
l
スは治岸部などに限られ大幅に縮少され「十八旅行」の
作合なさたくなっていく したがって、問。矧の「大旅行」はお院時代の一一一九期 当る凶年生とともに治山地械 コースに限られ、ゼミ相当教段が指得、間一期は長江デルタ地併の訓
KU
で実質的に終蕊を迎えているのただし、問凹捌の
専門部は－
K
旅行」の復活をめざし、沿山保部や内定古方面
に出発するが‘前述したよう 死亡事故が生じ、これが事克上の「大旅行」の終りとなった
c
以上のような一一九期以降の「大旅行」をめぐる環境の変化の中で、それでもなお書 生の『大続行」への期待感大きかったの同災によれば、「現地 人々との位使交流」や「大陸をより広く知りたいへ「中国の実態 も よ 知りたい」とする願切れが強くあらわれ、そ 期待感がふくらんでいたのに対し、その一方 ‘三五期以降みられるよ
同 z. J骨 r,;.:記念Ill :IH 
『大旅行』への期待
期 35 37 内 'fj. 38 合計
~ 30 ~ 33 3ｷ1 :l6 39 40 ｷI 
現地の人々と直後交流 6 品 7 句今 6 :1・1
中国の実践をより深く知る 3 .J つ
大陸雄飛の拶と冒険 3 。‘・ 日
大陸をより広く知りたい 日 ・予 1 
未知へのあこがれ :J 7 
.1t京泌がどこまでi曲川するか
方言を知りたい ・>ー
期待と不安 。臼 -“ , :J 
戦時ドで希望コースが実現できるのか - 2 6 1 仲間意織を育てたい
自由に動きたい
東南・アジアへitきたい
満州への期待
これでお院生になれる
そ ぴ〉 ｛仕1
ま量 務 1名 ワー
あまり期待せず 3 －,ー ’3 13 
能 B、r~ 入 8 日両 20 向, 3 ｷ15 
fl- ・t・L, 25 9 16 ・18 :l6 」~ 33 180 
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(191）五年アンケート上り 11,1:x:l
うに、時局の変化の中での旅行コ
l
スの縮少化の中で、希
慢するコ
l
スが来して実現出来るのかどうかという不安感
を示す回答もみられ、こ 時期 書院生の「大旅行」への期待と不安の交錯した状況がうかがわれる
c
コラム同とコラムげは当時の「受験旬報」に掲載された
それぞれ三五期生と三六期生の『大旅行」実施会伝える記事である。いずれも制約された状況下で柑－杯のコ
l
スを
確保し上うとした「大旅行」であった。
では具体的に工八旅行」はどのように行なわれたのであ〈コラム陥〉
同文書院ニュース
書院生は、十一二万作の広大な敏泌会占める新校舎で、大陸的雰閉山Aに泊りながら
H
々勉鈎にいそしんでいるが‘例年ル
RVH44H
臼は六月
初旬から一→一ヶ月に一
Hってよ川作‘中支・北支占領地区．波濯、満洲・と
各政一に別れて災地見学旅行をしていたが、九月初旬全部笹川帯保佼した品札同制状侃はと江・っしへ明年度の卒業午に対して既に四倍以上の申込があり．その主なものは三兆物店店、一二菱忠間帯 住友、大食商事．満鉄・川げ必山心‘ －任前仁来、川州附・
M桝削附、ム
HMm
．償浜・止金．満洲中
央銀行、満洲興業銀’
u．家混銀行等八十有余祉に上っている。
（一九三八（叩十一一．）十一月上旬サ｛「受験旬
Mm
」｝｝
〈コラムげ〉
東亙悶文ニュース
新四年生がこの六月から行う恒例の大旅行に関しては・既に約一ヶ月前から準備委
HH
及川刊任教徒指氏・ど
M山々計尚中であったが、本年
は叫刊に市車両文化問究的からの訓貨ル桃川刊もあり州間取に策を練っていたが、一斑は二一人から五人を以て組織、各岐にて一省又 一郎市及その附近を抑当剥必ずるニどに決
L
・よ間作間山ぺ広市本二班、件港二
段・山中文十一→一昨川、北支ト間続叫川一・
1rAm
の旅’打線合伸明成することに
雄主した
e
割当の決った各政では夫々仮切って準備に努めている
e
（一九三九｛附卜問｝
J
・H月中旬ザ（「受験旬怖い））
39 II[ 主主！”l Z ＆~耳主~民主力航路一東奪1・ll ".tl!i右手建立よへ山r←ケート Z四if ！， ・ら
第 17 表「穴熊行」コース選定の理由
期 :¥i r'ｷJ '.iiヮrー :!8 ノJ、・通zI 
~ 28 局、：tl :1., :w :¥9 40 41 
テーマに上る :, 3 ti 7 31 
行きたい地成合選ぶ :"l 村 10 26 
教授や学校の.!l)J立、指＝尊 η .j つ ワ lｷI 
班員の:fi；§＇！＿による ・ 3 13 
排同や戦争でコースが限定された 8 8 ’> -, ・〉
体力と効率上から i:Sぷ
偶然決った :! ヱ
大体決めていた 。 .-:, , 
て ぴ〉 （庖 3 
.'; ~ 一、 れ た ・》 4 6 
無J己入． 下l別 抗 0 百 I fi 1 8 I ろ I
ノt i、 n々ιI 1-1 23 19 23 171 
(199!i 年アンケートより W11'<'.l
第 18 表『大旅行』による中国への理解内容
1i (t lUI :18 u &f
~:! H ～ね :1. :lti 39 I ｷ10 ｷI 
広大. !lt 大 3 6 1:1 :>
大却をの貸しさとおニ＇｝； ,, 
大衆のたく司主しさ、エネ，t，：.！；＇ー I 向 10 
iヰ 1t:<1）匁Lieぬ民b女性の rt!jでさ ・》 3 同. 
地域と I＼＇：肢の多tlH't コ
三J／：と民終の多係性
j昆 ft1 ft Iミ民 3 Il 
日中友金fへの共感 ・>ー
文明の地 I!並走
ヰミ 11 性 2 司
政治的不統一位 -・ 3 ・予 8 
生活隙式と地紙社会 -, 
日本の対支政策へ疑問
満州国は大変
抗日 i!E!WJにショック :! 
農村を見る ifI要tt -, 
そ (/) 他 -, 3 
理解でさてない 日 I:! 
毎 Z己 入 8 6 8 51 
／ι、a 通pι, 19 23 14 45 3ｷ1 :!O :10 l 白5
( 1995 tf.アンケートより fht)
(,•JZ,ltft主記念鰍 ·10
ろ・っか
a
第一七支は「大旅行」のコ
l
スの選定の開山について川
容をまとめて・示した。同去では満州事変前の二八期生までの側し設けた。ベ一八期まではかなり白山に「大脈行」を主砲でき、コースの制約は伝染病や社会不安（上院出没）などまだい川地的であった。それによると、全体としては、「設定した凋任テ！？』と「行きたい地域」とが肢も多く‘かなり自由に調査地域を学々しの子で決めるニとが出来 こと合・ボしているごそのさい
危険地街については指導教授の助
ι
などがあり、それに
よってコ
l
スを決定した而もある
3
一方．二九期生以降で
は時局の中で 排日運動や戦争でコ
1
スが限定された』と
する凶符も目なつ
9
とりわけ一一一凹期は「大旅行」中に日中
戦争が始まり、「大旅 」を中断せざるをえなかったことから一崩その思いが強くあらわれたもの いうことが出来る。第一八表はこの「大旅行」を通して中凶をどのように湖町
解したかという点へ 凶符である。
それによると、全体としては中国の広さを実感したとする回答が肢も多く、全期を通じて比一泊する
u「大旅行」はそ
の多くが調査地域を設定しつつもそ 前後は谷地合な べく比るべく長い旅行コ
l
スを設定するケ
l
スがほとんどで
ある。
H本に比べ大地形が巣しなく続く大地を徒歩で巡る
時、この広大さは体で実感したに違いない
ο
次いで旅の途中で出会った中同大衆の人々への感想が目
立つ。「貧しさと辛苦」な状況のあ 一方、そのような山 でーたくましく、エネルギツシ三に働らく大衆も観ム然してい
る。多くの旅のコ！スは農村地借であり、そニで出会った農民連の「温和な良民」安感じた阿答も目立つの食事は自給し、宿は時に熊家に泊めてもらう中で、中間股民との掩
F
占…は多かったことを示している。そんな 『一言語の多械性」を実感し、中国内における「地減産』や『民肢の多係性』も実感している。また各地での内戦や土匪の出没などによる治安の悪さは 持院時代の書院生には中国の「政附的不統一性」を じさせ、より制約された状況下で旅行を行った古院大学時代のお院生や書院時代末期の書院生には「得体の知れぬ民族性」を じさせたように思われその他、少数ながらさまざまな回答があり、お院生にとってそれぞれが当時の中間のもつ多而性を映しとっ とみることが出来る。そのさい、現地では書院で学んだ中国話とその応用力が発仰できたのであろうか第一九表はその凶作である。全体としては「大体通じた」とする回答が約半分を占め、これに「十分通じた」、「どうにか通じた」を加えると‘何とか会話で困らずに『大旅行』をつづけることが出来たという状況がうかがえ、あらためで大したものだと言ってよいだろう。三カ月余りの長丁場の中で、多くの地方語と接し、機転をきかしながら旅をすすめた様子がう える。旅行中、各県に入ると県知事に怯砂し 県内の通行会認めてもらうのが最も重要 事項で その時に危険地帯は中止勧告されたり、議
a%
を服ってくれたりする。多くの知事
は北京語がわかり、その基本的部分はクリヤ
l
出来たこと
は旅行をすナめる上で草川町であった。そして時に
H本へ印刷
41 破事河文書院1=~ ＇.士山f.\l，再 販唱・ f.司文 11.主$：~民主へ山－，•：，ケート m Ii ！. ・ら
第 19 表「大旅行』中の中国語
!OJ 35 内 ・2事 :!8 必g 入，，場，r
~ 28 ~:l:l :14 :rn 3!1 40 '1 
大体通じた 1-t 6 7 13 1 i7 
十分 iJ!i じた 。ー 5 1:i 
官吏には十分jffi じた 今・．
どうにか通じた －山) 3 1: 
少し通じた '.! 
方I?Lt通じなかった ‘>ー ・4》 ti 
専門mJ1tはむつかしかった :i 
不十分だった :1 ti 
全く通じなかった ., 
地岐に‘k る
筆 E員七加えた ・〉 4 
あ支り；Sさな5・った ω う .j 
盤 dもじ一． 人 3 3 3 :i 司 2リ
f'i" ”H’ . ワuリ包 t:l 38 ワ2 30 16:l 
( I !J!l日年アンケー卜 .l り fti11tl
写真B 『大旅行』への総立ち。
r.~ z J;f.ι，：己合 ~］ 42 
期 35 37 P1 A廿4・ 38 合計
~28 ~33 34 36 39 40 H 
見聞を広めた .j 3 15 ti ・・．) 3 3ｷ1 
現地で先輩からの歓迎 6 。‘・ I 7 ’> 29 
中間の民情を深く匁1った 3 ワー 7 4 18 
新しい経験や体験 ワー 7 
現地の人々との交流 3 ワ副 8 
中国 Uf ；こ n 伝 2 
臼 ta~ つけた ・》 3 
中凶＼11人や野望誌に｛制獲 ワ掴
母：｝ lj'(t 3 
とにかくよかった 2 4 
自 1i1 ・（＇；楽だった 2 3 
各機聞が好.Q:的 ワ ・－} 
危険を感じなかった
ゾ i監を見るこ士ができた
-ーL, ぴ〉 ｛也 4 7 
とくになし、 ') 3 6 
経 記 入 6 3 13 8 1 9 5.¥ 
tl、 ~l· 2ｷ1 18 •IO 37 23 29 188 
「大旅行J のよかった点（線数回答含む）第 20 表
(19!}5 ！ドアンケートより作成）
学した知事違にも出会っている。
それでもやはり「不十分ぺ「全く通じなかった」、「方言は通じなかった」とするなかなか触しい状況もあり‘中同国内における地方語の多傑性がうかがわれる。第三
O
表はこうして体験した「大旅行」がよかった点に
ついての回答をまとめたも である
c
それによると、最多の副符は「見聞を広めた」であり、そ
れに関連し 『中国の民情を深く知ったぺ「現地の人々との交流』を加えると、記入凶助作者の半分を占めるれ「
L上海だ
けに居ては中国はわからない」 いう実感は書院の中でも「大旅行」を経験した先輩速から色々聞かされていたという。それだけに上海の地を離れ、広く農村部を含めて歩き巡った帯院生には文字通り「見開会広めた」大旅行 なったのは当然だったであろう
3
無記入はともかく、『とくに
ない」とする回符がわずか六件であることも、二のことを十分に裏付けている。そのほか、「中間必に自信をつけたり」、「大旅行」を完遂したことでの「自信」や本人 とっての全く新しい領域を「経験や体験」し 達成感も担問見ることが山来、後述するように、その後の人生にもこの「大 がもた‘りした意縫は大きかったといえそうであるまた、旅行先の都市で書院の先鐙そ訪ね、先輩も を大歓迎すること七大きな事びであ 。この時期 なると、先輩が各地に広がって活臨するようになり、先輩の活叫ぶり企見るととも 先輩から地域情報や調査の世話を受けることもあった。そこに先輩 後輩の強いつ がりが見出せる
3
43 !ff ，］！（［司~嘗F主 q; 1: ’上山軌11).-J転叩［i~ 1::書院卒業1:~、山アンケート Z悶丘I,•ら
「大続行』のきしかった点
期 :l:i 内 容 :iお （』λ目； I·
~28 ~ 33 ;~4 :16 :l!J 40 41 
i何）；（虫、シラミ、ノミ 。ー 1 
マラリアなど病気や入院 4・hl ・》 3 1 
コースが制約 :.! 自
総資：r- 足 ・〉
危険地帯？の通過 ti 
.ill~京や聖子燃の同行
習量 警k ’- ) 担
寒 t令
サソリ、｛ル煙
t元・焦が i通じない ・》
食料が不足 ’- l 2 
宿舎なし、不潔 J 
現地で相手にされず
道の泌さ ・．) 
．也市J ,J) m 界 ') :i 
戦争，、の疑問
そ ぴ〉 他 ・》
問った点はなか勺f二 tJ :J ’ J ~:, 
電甚 er-」I 入 H「 討 :i I :!I 5 70 ｛＞，、 n苫』I 15 19 ltiリ
第 21 表
火山町れ
中山
r
しかった経験も
lulX 山内記念 Ill ｷI 
(l!Jリ5 1f：γ ンケーートより fl：成；l
しか
L
.. 
んで
U
－－山
あった需である
明－－一
huk
はその川符合示したしのである
J
それに上るし」『大脈行』のよか勺た山…に比べ、川枠内容
はかなりバラツキがみられる」これはコ！スが多方而にわたり、それぞれのコ
l
ス事情が反映したものとみるニとが
出来る
eその中では「マラリア」や「ノミ、シラミ、尚点
山ごた
L一．小出な－
Mや農家の上聞などの環境に閉口したこと
しL一、現地での体調を山附した点が臼立つ
e
とくに「大旅行」
小の五、六月から八月は奈揃山脈以ぃ附はモンスーンの時期に当いり‘依平市や集中の旅は降水に見続われ、泥上の道や特訓…による休訓の悪化に悩支されるケ
l
スが多かった，ま
た、予定したコ
l
スが多くの士出の出没や伝染病の制限延に
上って中止せざ をえず、全く市怖が出来ていたいコースベの宏史合余儀なくされるケ
l
スもあり、それらが「コー
スの制約」
E
いう阿答に集約されている全体仁として「大
旅行」のよかった点の方が多くを数えたこと 、こ 「大脈行」がそ ような苫労をふまえてもなお有意誌であったことが伝わっ一てくる
D
以上のよ・
7に大きな期待の中で参加した「トへ旅行」に
上って占院生はそれぞれどのような中国理解 し のであろうかそれをキ｜ソ
1
ドとして簡恥な川訴で凶科しでも
－uったのをまとめたのが第三一一去である
s
川氏ごはけ仏事会伝統的な「トヘ航行」を実践してきた書院時代の三八期生までの回芥だけを取り上げた。また調査コl
スによって革北、市中、指南と内陸奥地、それに満州・
装古方一間別に分けて整理して示した。キーワードはまとめ
第 22 表 20Jtllから 38 期までの翻査旅行コース先男I］中国理解のキーワード
~ ~t 方面
26 政治不統一、強L 、地縁
26 広大、良民
29 通貨の多様性
32 広大
33 郡市交通l:t至使
35 巡れた状態
35 人々の誇しみ、悩み
36 尚北走
37 仏．大
38 Ltい歴史
38 ｛.京大
満州・古賀古方凶i
25 '.iii閥抗争目立つ
28 広大さ
29 未開発の悶
羽生活様式を知る
29 通貨の多係性
30 五銭協和、日中友好30 「悩州国J も大変だ
31 未開だが半拘
32 見聞広がる
35 広大
35 広大
:is 潜(E}J
筆中方面
22 雄大
23 農村生活を知る
33 たくましい人々
33 内t践の泥沼化
33 農民のやさしさ
3<1 b.＼深い氏践性
3毛広大、大衆の人のよさ
3<1 広大
34 文明からの遅れ
35 理解でさず
35 広大、心の広さ
35 恐ろしい国
:15 純しみやすさ
:is 主主薬の多様性
35 {1拡大な問
36 広大、人情あり
36 JIR角手でさず
36 地I支の漆を知る
37 広大
37 教育なき民衆
38 まとまりを欠く
38 I 1 本との相違
38 とらえどころなし
38 愛者
路線愛とi店舗
38 日貨緋斥
38 多氏自矢
38 生命力
38 つかみにくさ
内険方而
23 文明の地域差
31 広大、不統一
33 統治の実態を主iiる
34 11~大
37 1也大物問
｛数字lま入学年期を示す）
華街方面
20 内戦なければ.ij!f日な L1;;
27 統一の間態性
:i2 \I!:洋人の親近感
:l2 対日に＜！J団理解でき－r
3·1 広大
34 日本の小さいこと
31 広大
34 I.朕始的貧しさ
；対日本の明治維新期
:is 11町民の活躍
:l!i ／主築山多係さ
31i 百聞は一見にしかず
36 （広大さ
3li Fl 本の対支政策へ疑問
36 強L、生活力
36 人身のエネルギ－
:l7 広大
37 まとまりを欠く
37 観切
37 広大
37 広大
38 広大
38 方言の多さ
(1995 年アンケー卜より作成）
45 ,J!,j主l•l 文書院字喪主の軌餓一車並r，~交官~h卒宅生へ山fンケ－；， m査からー
記入された附語を一川町山要約しなが・つまと
てカウントせず、めた。それによれば、どの地域についても士池の広大さと政治
的不統一による社会の乱れが槻叙され、一一
O一期代が支だ・中
揺さを残す状況を伝えているのに対し、三
O
期代は緊張感
を伝え、満州事変や日中戦争の影 読みとれる。
地域的にみると山市中へのコ
l
スが多いせいもあるが、
Mw
．
綴し理解した内存もかなり多俄であり リてれば京中がまたそれだけ変化に寓んだ地域であることを物踊っている
c
そ
のため戸惑をかくせないキーワードも散見する一方、より多くの人々と交流したことで中同民取に愛情相合寄せるキーワード・もあり、その掃れの嬬は大きい
c
次いで前南のキー
ワードが多いが、昨市南一併から栴備まで当時日貨排斥迎動があり、また孫文による革新運動の動きが広がっていたせいか、加畑中にみられるような縦しみの てることをぷ寸キーワードは少い
c
書院生はこ二では観察者としての立場
に－悶っているといえそうで 内市北は広 合一．小十キーワードを除くとキ ードにまとまりがみられない。北京や天作のような大都市調資の脱民と 包頭や帳山本けの上うな周辺部を巡った班員との問 ギャップの大きさが示されたも というこ ができる。また満州・禁中白ではそれぞれのキーワードが当時の状況
を的確に しているとい よい 満州におけ 『五峡飽和』と「満州国は大変だ」と う見方 両面が当時のこの地岐に存在していた二とは十分にうなずける‘内陀部 ついては回答数が少いが、それぞれのキ ワードが内陸部のもつ特性を示しているとみ よい。
それぞれの回答行は各地域の中でそれぞれ大地を歩き
迎った経験抗れである
n
個別性があるとはいえ、キーワード
として集約されたこれらの言葉の中に「大旅行」の中でっかんだ似があり、これらの地械鮮のキーワードはそれぞれ各地岐のもつ特性をさまざまな観・裂と経験の中で把挺した火現であり、全体としてはさ に中川全体を示すキーワードにもなる
c
その点でも戦前期における中国理解へのアク
セスとして文字通り成要な鎚を与えてくれそうである。ところで「大旅行」を行った書院生は、帰校後調査目的どした訓資報告書を各テーマにしたがって去とめ‘卒業論文として書院へ提出した。また途中からあわせて調査旅行μ誌も提出している。調査報告書は現地観察や現地での入手資件そもとに作成され、その内容は商取引のみならず、広く地用、町史、経済、社会、教育 分野へむ広 いるし、七た
U
必はコ
l
ス
k
の観・然日店であるリ京払引はその
うち生き小しさと儲かれ 日誌に注目 ．これまでニの日誌合活字化 て出版した「いずれの作品 すぐれており‘一一C
世紀前半期の中間を今後理解する上 前要な役割 担う’〕レ」が子息される幻そのさい‘報告書 作成に当つては‘カーボン紙による
向
γfu
作成された。住写分は東桜同文会や外務省などへ送
られたためだが‘その中に参謀本部への送付用複写があったかレしうかがしばしば問題 されてき 。も 参謀本部へ道られてい ら、書院生の成果は何らかの形で参謀本部で利則されたかもしれず．そうなれば 戦後の日本で流言された書院の性格論にまで影響するので ない いう考え方があるためである。
l同宣書院Jt!：：：綿 46
第 23 表 『大銀行』の回路、報告書の線写部数
矧 35 :¥7 l勾 容 :lH fr ・a・LI 
~ 28 ~ 33 34 :!6 :l!l ・IO 』I 
l 部（正本） 3 3 8 :) 19 
2 部 3 2 
{ 
鎚 3 打店 1'I 
3 部 4 出 8 4 出
-t ~ 5 部 2 せ せ 3 「F
6 ，、．， 7 部 } ) 
銀 守n＇」, 入 12 13 34 23 l•I 96 
合計 18 24 ｷ18 :m 。ー。・a 150 
(19!J5 年7’ンケートより作成）
第 24 表 「大旅行』のその後の人生への影響
WI :!5 :1 』勾 を長 :!R ノl、Z p 2ι I 
~ 28 ~ 33 34 :lfi :!9 ｷ10 ,ti 
自信がついた 5 4 13 
岩子縫を耳E り趨えられる 2 5 
チャレンジ精神 ワ 2 2 6 
中国への観しみ :) 3 9 
中国人に彼し知った 3 も
中凶人への理解 2 
もっと中国語を勉強 2 
広い線型F 2 2 eー, 7 
人生も旅行
協 調 性 3 
体力の版界を知l る 2 
友を iヰた 2 時
枇 職 先 ワ
判断力、考え方 2 
外国旅行の楽しさ ワ・4 ・ヲ. :) 
臼 主1 性 ‘・》 2 
安 k抗 感 ・ー》 2 
とくにはない 2 2 4 20 
鑑 Z己 入 7 14 。 19 12 10 13 80 
合計 16 26 17 47 33 19 27 185 
(1995 年アンケートより作成）
47 東銀｛斗文 a.従事量生のt\i舟一世!fill・•1X苗院卒業生へのアンケート調Iiからー
そこでアンケートでは・』の級官事の作成叫に何部向レ併合
作ったかという設問も加えたらその問符が第二三去である
η
かなり以前の件であり‘記地にない方も多く、記憶に
ある方のみが回答されたとみてよい。
それによると．
n取れ多いのは正本としての一郎だけとい
う問答が最も多い
e
次いで三郎、二部である。中には凹
3
五郎、六
1
仁郎という同符もあるが‘これだけの郎数を
カーボン紙で間一与するにはか々りの貯水圧が必安であり、玄た同期の間でもこれだけの差があったことは考 にくい
w『
とでもある。しかし、この表の傾向からいえば、書院へ提出する
E
本
附と経営吋休の京阪同文会則、－」 栄町帆川文会へ助成金全出していた外務省用 計一一一部については書院生の作成した可能性が高いが、それ以外については、部分的にはありえたかも知れないが、こ アンケートから判断する限り、参謀本部別まで書院生 作成したことはほとんどなかったものと思われる。それでもむしあったとすれば書院生の子ではなく他のル
l
トであろう
c
ついでに・
1口えば、「大旅行」のコ
l
スやテ
lγ
のほとんど
は前述したように書院生 自由に決めたケースがほとんどであり、そこには参謀本部の怠凶が入っていないことはこれまでのアンケートから明らかである
c
とくに書院時代の
「大旅行」はそうである。 大学時代末期には消郷
I
作
に参加したケ
l
スがあるとされるが、この鳴ム口はすでに
『大旅行」とは異質のものであり、それを「大旅行」とみなすことはできない
c
いずれにせよ‘以上のような中でテー
マと調査報告書の内容は次第にアカデミック を めており．軍用あるいは戦時間だけ 調査旅行とみなすのはかな
り
4日間的な行えだといえる
e
この「十八旅行」は書院生の胸の中に厚く刻み込まれ、院
歌山中ではその口マンが歌い込まれている。それだけに三カ月に及ぶ徒歩を中心として中国の大地を巡ったこの「大旅行」の純験がその後の人生にも影響を与えたのではないかと思われるごその点についての回容が第二四去である。
それによると、それぞれのその後の人伎 中で、この「大旅行」の筏験が生きているといってよ 。その中で比
粒的日につくのは‘「自伝」‘「
rM
織を乗り糾一えられる」（自
信）、 チャレンジ柿仲」（がついた）に表現され集約主れている人生への自信を与えてくれたと う影響である。それらは訓先旅行日比を読む中でト分に仲介、感できる点である
U
また、「中国への親しみ」、「中国人に接し知った」、「中国人への時前」、「もっと中同訪を勉強」というぷ現 集約
れる中国への続訟感 闘な
3
この「大旅行」で初めて上
海以外山中凶を知り、そこに出会った中凶の人々への共感が新たな観点として得られた とが みとれる一
ν書院時代
の書院生は郡市ではなく地方の出身者が多く、そ 二とも中同限付合多く巡った「大旅行」の巾で中国人に共感でるい闘が多かっ ようにも思われ かその他山川究川内海はそれぞれ仰別的であるが、山す楽を共にした川行事臼同士で人生の『友 た』り、異った世界を中川にはて「広い悦野」を得た止する同容もやや
H
立つ。
以上の上うに「大旅行』はその内容の多係性と新しい世
界へ身を・けら世 た経験により‘それが高院生の 後の人生にレ」って多憾な形で影響を与えてきたことがわ る。そしてそこにもまた帯院教育の方法の成果を見出すことができると－
d
ってよいだろう。
r,~ :t &e主2己合 Ill 48 
七、卒業後の就業と書院の関学
一就業
以
k
のように書院で多彩た学業午前を送ったあと、多く
の卒業生は中凶大陸や朝鮮、台湾で就職した。それは書院入学的に大陀で就業し、大院で雄飛したいと願った夢の実現でもあった。
第三閃は一期から三七期支での卒業生のうら、出
TM
を中
心に外地 就業し生活をする卒業生の都市・地区別の分布図である。地名が見出せなかった符・十 卒業生については分布図上 表 出来ていないことを断っておく。それによると、母校の上海を中心に中岡本土では箪北に
多く、その西限は包頭や山商省の運城まで、都中中は漢口とその川辺で、西安は皆無である。実際、西山女を訪ねた「大旅行」の斑は こ 先輩に会ってくつろぐチャンスがなかった。また最南では沿岸都市に分散 て るのこのような状態はそのまま当時 日本企業の中国での進出状況も示しているといってよい。
一方、満州も新京を中心に主要都市や鉱山の町に なり
多くの書院生が就職しているのこれは新生満州同 誕 にかかわるケースが多く、中間話のわかる書院生は満州国が誕生するやその政府要員と 係附されたり、満鉄 鉱山会社に引く手あまたの で保則された。その点では‘日本経涜の山中間進出を現地で支えたということはできる。
このように．この時点で一千人を越える書院の卒業生が
中国や満州で聴を得て活躍し、日本内地で就職した書院生の数を上回っていた。では中国でどのような職樋に就職したのであろうか。第二五表はその同容をまとめたもの ある。それによると自社や貿易企業、貿易業の就業が肢も多く、次いで満鉄など輸送業、金融や鉱業関係、などが多い。
書院生の指向性が明躍にみられ、書院の設立目的が達成されているといえるの
その他ではまず大使館や領事館で、中国各地 日本領事
館には書院生がほとんど進出するほ
y
であったゆまた新聞
など報道部門への進出もみられ、製造 へも進出してい”。。
コラム日は一九三七年時点における書院卒業生の地峻別
紘業職磁を紹介している。
それによると、地域は中国本士、満州、日本、外国 四
地域に分けられ、この岡地域単位でみると日本での就職が晶も多いが、次いで満州となっ て 中国よりも多い。ただし、中凶と満州を加えるとその数は日本を上回る。職時間では商工業関係が最も多く、や り沓 特徴があ われている。また 内で日本官市民も多く‘そ 多くは領事館員であ 新聞や通信、教育関係に のも特色である。満州では官吏が商工業に次 臼なつが、これ 前述したように満州国の成立によるもので 国成立以降急刷惜 部分である。
ところで前掲二五表にみられたように、中国で就職する
符の海院生の中には日中戦争が始まると兵役の召集で軍隊
49 東司王I川 Z書院卒建生の軌跡一東都r,:izgi;-.，：不可匡 ~ιへ山，；，，ケート調査ん・ら
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東車同文書院生卒業後の中国での就業地（1941 現在. 1 期から 37 期まで）
（卒業生名簿の判明分より作成）
I司文書院記念鰍 50
中国での就業際組
JUI 3!i 37 内 容 38 ムロロ守L' 
~ 30 ~; 1:1 3・1 36 39 ｷ10 』 l -12 
商社、貿易 :1 3 JO i つ- 2 31 
満 鉄 3 持 つ』 9 M‘>M’>
金 融 百 3 3 2 。』 15 
鉱業、石油 ‘’ 
鉄道、交通 2 。・． &‘, , 6 
t毎 連 ・2 ,1 
教 員 2 
新聞社、欣送 2 
~ U: 2 2 6 
大使 ワー :i 
家泡・メーカー
造船、製鉄 -, 。・．
紛 繍 2 
民会組織 。-
政治巡郵j つー ・．》, 
兵役‘ ill fJ5など 3 3 :i 9 18 I fiO 
そ σ〉 ｛也 -” '} :i 
不 明 3 10 8 忠 司, 35 
ノw弘、 ~I.’ 2-1 15 47 35 22 30 15 205 
第 25 表
(1995 年アンケー卜より｛下／j立）
生活を中国で送らざるをえなかったケ
l
スが多い
c
そのよ
うな書院生は兵役の中で中国国内の各地へ送り込まれ、「大旅行』とは全く遭う環境下で山中固と向いあうことになった。中国語が出来ることで前線 中国人 はほするケースもあったが色々な仕事に従事し、「歩兵。附地の橋築｛｛八綴り）、入隊した当初は銃も支給されず、術剣の鞘も竹製で物資の鉱山いことを術感した
c
常に飢えていた」｛四四期、予
科）など、型戦といわれた戦争でその現実に術悠を受けとする記述が多 。また「従軍志願時自己抑制があったが、精選してみて一人でも多くの良民を倣うことが出来たのではないかとの思い」を践 つつ従軍下で「中国の将来はどうなるのか、中国の変革に対して日本 どうしたらよ〈コラム
mv東豆同文書院寧泉隼の現況
同文書院本業生は近来毎年
A士郎就験して尚足ら
tc
る状態である。
燃に満洲
ω
の成以以米此の
H
．山の事業に従事寸る釘七百八十余
en
に
迭し‘時ら同国の発展に氏鰍しつつある。かに同院卒業生の就段別Lzhk
ぶしてみようロ（附利卜．一年二月現花）
文附蜘満洲口本外国会計本郷同
H本山町山
X
ムハ問問。八．一二一八八
満洲同行よ
Xi
－－一二
Oll
二三
O
丸山山行使五｜｜独立企業五
O
向。一五凹一一一四五
銀行業二内九一六附ゴ一一九二陶工業会社→一間六－一 でで一同五一．問九三八教育ゴ一
C
一八ヒ五｜－
1
一二
新聞及池俗丘二間内在
l
九四
公益事業二回
O
二一七！と一
能托
C
一じ 八じ一－一五五
合計五二八七八三九八八士一二→ ゴ一 一一
（一九三七（附ト二）卜一川
F旬号（『受験旬側』より｝）
51 時！サEl•n 宣言制定卒業生山航跡←41•量ii·司文書院卒更生，、のアン今一ト調fl ／； ・らー
兵役後の中国への態度
！明 35 37 ・14 ｷ15 内 容
~28 ~:l:l 34 36 38 ｷ10 41 42 4:l 子科／ JN111l 予 fl! 専門
ムCl 別ヨ 』・, 
39 
変 ら な L 、 3 8 ・I 1 6 10 20 10 7 7 5 98 
:｢.: ’二》 た 2 ;:, 3 -‘p ・ 1 ・1
中国の偉大さと強さ e“ , R 
日 友好 会』 －・p, ti 
中国への観近感 3 何. 
日本 ill への懐疑 リω '> :l 。 ti 2:i 
国民党と共産党のi畠い -, 
毛沢財政柿へ評価 －,ー 
Z、．- ぴ〉 ｛也
と く j ,’ - な し ,, 3 4 Ji) 
無 記 入 l:i I 4 14 16 9 13 10 見 -, IO!i 
.. 
ιd、 Mlfｷ リuに・， J.I 31 31 リMリ- 20 26 ¥ 17 1 [ 20 289 
第 26表
( 1995 ffっ’ンケート上り （1:1え）
いのか、お院で学んだことをどのように実現していくのか、卒業後就職しても柿神は混乱状態で
L
た」（三四期）と
学んだお院情仰と現実土のギャップ’のたきさ 悩んだ高院時代生は多い
c
部－一
hハHK
は‘そのような兵位で映った中凶経験の中で、
中凶への態度が変ったかどうかについての回答を要約的まとめたも むそれに仁ると、その多くは「変らない」とし、中同民衆へのやわらかな眼差しを心に秘めて対応したとする。そのa方では「変った」 する阿容もあり、その多くがお院大学時代の卒業生に多い
c
また、「日本市への慎疑を抱いた」
土する
M容も目立ち、日中間の友好や中国への思いを抱い
た凶芥も多く、その点 書院出身荷の特色がにじみ山たとみる二とができる。
一九四．
K年（昭和て
O
年）の敗戦
LLL
」むに必院の卒業乍
も順次日本へ帰還した 持ち物は限られ、無一文となっ引き槻げたケースが多く、戦後の出乱期の日本での町内出発はきわめて至難であった。いわば多くの 生にとって第－一の人生としての再出品店 あり 内地に就職していたお院山身者にとっても似 状況はあった
G
そんな中、戦後の経済成長期を迎え、多くの書院生は第．線に・止って仕事をこなし、その尚い能力が「幻の東姫川
文書院」と う－
d築でささやかれたりした
a
百円出発した書院卒業生の戦後の就業業師聞を示したのが第二七友であるつ職種はかなり幅広く、貿易・商社系や製造
業系、金一拙系などが多いのは当然として‘教員や報道系がかなり多いのが日を引く。ジャーナリズムで活臨し 事業
f•lf 文書院t己念制 52
戦後の就業業組
Jtl 35 :n 4ｷ1 l勾 ・谷
~30 ~ 33 34 36 38 ｷ10 ｷI 4:1 fl摂理｛ I”i 子れ専門 H（・専門
ノι、，，ョl 』I 
39 
貿易 商社 4 10 5 日目 9 6 4 ・ ·I 66 
掌l 造 3長 3 9 5 :! :1 2 3 -, 3 コ -15 
報道 tl ,~z 2 :3 5 6 ・．) 7 2 。ー 38 
教 員 3 2 3 9 -, ') 39 
金 崎直 3 2 3 リ白 ワ白 '} 開, 34 
rn1 家公務員 3 2 I 日 2 :1 2 
公 務 t 2 I ・予 14 
運給 交通 10 
流 通 。~ 5 
偏食、サービス ‘M , 9 
医 附i 3 
ｧ>-ζ n ,. , ・） - 2 19 - :>
！ζ ~!; 
石川1 電力 。臼 4 
将t 里11 :f: 6 
外 [!j 金 業
自 符 3 :> 
.:z、' (!) 他 e白, 2 つ l ; I 13 
不 lJI 。“ 日・1 ワ リー I I 21 
ノ，＿，、”b 』I 2:1 12 16 45 :15 23 33 29 20 :19 j Ii 18: 28 I 1ｷ1 j 10 362 
第 27 表
(1995 /J'.アンケート J: り作hlD
生も多い。上海という同際都市で学び、広い視野と日本を外の世界から見ることの出来る資質がこの分野への進川を可能にしたであろうし、同様の状況け教育界への進出も可能にした であろうリ大陸 係、同家公仲
mH
や公務民に
職を求めた卒業生も目立つ。佐多の業純である貿易、・両社系では、長期にわたる日中聞の断絶の中で、思い切りその実力そ夜接的に対中国関係で生かすことはきわめてむつ しかったが、存港や台湾、あるいは東南アジア の尚社活動など第一線で活践した卒業生は多い
a
中肉での経験が
n
本の中に沈没することの山
来ない気質にもなっていた上うにみえる。その が日本純済のグローバル化合支える力にもなったといえるだろう。そのさ 、同窓の強さで就業機会を斡旋したり、情報交換をするケ
l
スむ多かったと聞く
c
日中国交がもう少し
早ければ、書院卒業生の山県館は対中国でもっと大きく ったに迎いない
n
中凶交がない時代でさえ、少しでも中国
とかかわる仕事を求めて た状況がアンケートの個々の回答内容からうかがえるからで
G
そこにも苦境の中でも
頑張る書院生気質が読みとれる。
（二）
書院の閉学
敗戦により収鋭同文鳥院大学と岡山県門部は校舎合交通大
学に返還することになり、寄るべき場所もなくなった現地で間学のやむなきに奈った。一方‘日本の呉羽校地で 継続も母体の東亜同文会の建物の
GHQ
による接収や近衛文
府会長の肉殺により同年の年末には困難になり、そのよう
53 lit歪問主畠院ホ草生のt.＼草作一月巨 ,jfl,;J 丈＆ I"之卒業生’，，｝） アシ’Fート到 >i.1••,
第 28 表 『書院の閉学』を知った時の気持
Rl 35 37 4ｷ1 45 内 世0マ・
~ 30 ~ 33 3・1 :!Ii 38 -10 41 42 43 'J'-t干 i 専門
{j、 ”ーをI-
39 予g,l厚門
投 々・μ，、・ 5 3 I:! 13 10 J:l 8 4 10 [ 6 I !10 99 
苦しみ、なげいた 2 ・．> -. , 6 
やむをえぬ 4 1:1 3 Ii 討 5 5 15 lfi 3 6 90 
当 1.t -, -’) 4 -, 。ー ・》 17 
関 ’し、 な L 、 3 
あ J』¥'. I;, 喧1
時代の流れで失なう 。回 司 3 12 
感 慨 怪 鼠 ’M ' :l 
歴史や精神に残る 2 
自分のことで筒ー何： 臼。 3 
再開は無理I! だ -“ , 
開校1:1 日中昭~；こよく It い ワー
なつかしく J思った ') 5 
他校編入を考えた 4 
再開を願った 2 2 ワー 2 つ •) 21 
愛知 k学で m ..：：を願った -, e‘, ・ -. , 3 ・2 。』 19 
そ ぴ〉 他 3 3 9 
主E aョ，ー」, 人 (i ・』> ・Mぅ， 6 :J ｷ18 
合計 18 27 1- ｷHi :¥,( 23 :rn 30 22 :!7 ' 28 16 [ 28 :!52 
(1995 年アンラートより作1,1<:)
第 29 表帰国後の編入学校はど（回答分のみ）
fli 日i,一． H 45 45 46 ｷIi 合計ｷl:I 'f,・ n 内 fllj F科 専門 fｷH WI”! 
愛 知1 大 ’“-; ’・. リー 勺・． 12 －匂, 28 
京 都 大 ，→ムゐ. 10 16 
}t! 京 繭 大 -. つ旬 9 
神 p 尚 I前 8 1 
大 阪 商 大 ワ ・3 10 
旧制佐賀高校 5 
大 阪 外 語 :1 
東 J式 大 ，手拍・ 。ー
東 ,'ti 前 自iii 3 3 
中 失 大 ,•'": 。“ 
紅殴大（ t石研大） 2 
長 崎 『均 ,m 2 
i, 、 t湾 大 学 ・〉
l日 日明l 山 If~ 高 ・》 ‘>
干上 ~ 人 日 10 
Jf! 4ヒ 大 学
九 ,JH 大 正・会. 
曹主 見： 大 t許
易、 ぴ〉 i也 ') 3 - .. , H 
不 明 日 3 eー, 2 16 
之n、圭pt 2:1 38 H 15 29 6 14:! 
(199:i fドアンケートより作成）
1・4文書i;-..::c:t.搬 5-l
な中、東亜同文書院大学会中心に京械帝大、台湾術大の学生の受け入れと教職員の受入れのため書院大学最後の本間院長が奔走して観織の旧予備士官学校跡に愛知 学を新設することになった（附利
J二年てその結県、お院教HHのほ
か・一一
O
四名の多くの書院大学と同市町門部の学生が愛知大学
へ編入学することになり、激動の小、本間院長の機転で日本へ引掲げた書院学生の多くが身 置き所を縦保し 。このようなお院の間学は伝学中の学生はもちろん、品川
w院
の卒業生にも多くのショックを与えたに違いないとそ 気持をたずねた回答が第二八炎である内それによれば「妓
A・r
・という気持と「やむをえぬ」とい
う気持が相半ばしている。「やむをえぬ」という気持の中にも残念な思いが重り込められており、残念さとあきらめとが棺維に交錯した思い なっていた いえる乞一か、二件聞を願った」思いも少なからずみられるが、上泌にト仔布してこそ書院であると う気持もあ ことが回答の文面からも読みとれる。そんな中、「品質知大学で継続してほしい』というお院への思いを愛知大学へ託したいとする願いもみ れいずれにせよ、約五
O年前書院の関学を知った時の書院
卒業生とル化学生の思いがさまざま を込め このような形で表現されていたこ を知ることができる。
なお、問学時、書院大学および同専門部に在籍中の書院
学生の帰国後の編入先や身 処し方の同容をま めると第二九去のようになる。愛知大学以外では商大系、ド州商系が日去っ。
八、戦後の書院卒業生の中国および中国語との関係学生時代、さらには卒業後も中国大陪で過したケ
l
スの
多い書院の卒業生は、どこかで何らかの形で中国とのかかわりを持ってきたのではないかという点を設問し、それに対する一連の副符をまとめたのが第一一一
O
安から第三五表に
かけての諸表である
3
第一一一
O
衣では「戦後の仕事が中固と関係があったか』に
ついては、約三分の一が『ある」とし、冷戦状況下でもなお山中国関係の仕事を求め従事してい ことが知られるむ調査時点（一九九五｝につ ては、高齢化 リタイアもあってその比率は四分の一に低下するのしかし、「今日で なお中国とかかわりたい気持」は過半の卒業生が十分に持っており、逆に「全くない」とする卒業生 数は少なく 中国への関心の強さがうかがわれる。それは第三一表における「中凶への関心」のレベルにももっとはっき あらわれ、約七五パーセント 卒業生が「大いに関心をもっている」。また、そんな中で「戦後中国へ行った」卒業生は七
O
パーセントに速し、中国へ 関心を中国へ出かけ こと実現している。とくに
H
中国交の後、中国へ自由に出かけ
ることが出来、それが書院卒業生 中国への忽いを容易実現させるニとになった。その多くは観光を ねて中国へ出かけ、とりわけ上海へはそのほとんどの卒業生が立ち寄っている。
5S 司l 告主fa1 丈畠：；；；：~..；生山側純一賞受阿丈~~；：！手,!li't--,,,,f シケート剥Ii.＇， ・ ：，
中国との絡関係（その 1)
期 :l5 37 44 45 46 1＞す 容
~ 33 34 36 38 ｷIO -1: 子fl ：・ J.lj:f可 H（噂！”！ 予科； l_lj.!111 合計39 
戦中 ある 6 12 15 10 13 9 9 61 1 3! ｷI 136 後の回と ない 23 9 3:l 1:1 16 19 I 25 8 12 1-1 -I 220 
｛幕t係閉 不明 ‘3 ・』') －・，, , 'I ：、 3 23 
はが 合計 41 15 47 38 :l :tl ・3ー・>ー :H¥ 19 19 ¥ :rn 15 ¥ 1 :\7り
現布団中 あ ~ 13 司 五 lI 6 8 12 ・・：.> 9 。 ワー 8i 
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A 汁 41 38 24 31 33 －・，e・担> :M/ 19 19 30 15 1 :!79 i立
~ 大変強い 1 I I 12 13 f¥ 1:1 5 ｷI: 15 8 4 1:10 日か やや強い 10 も 8 コ 4 リ ,. !J 6 '1: 12 !I でか
もわ 与、〆） ｷ) 8 !i l!l 14 ti I 5 
- ・3 4 リ9中り やや il\i い -, －』T’ 同とたし 全く，..い 6 5 ., ., ., :!6 気
F年 :F 呼l ,I ・ 3 ・．〉凶
l 土
17 j :l8 :!ｷl :1 lei¥ 1 u' ＂十 -I 33 •)•) :1・1 19 19: :10 日立
第 30 表
(19リ5/jcγ ンケートより （1'1i\:)
同長には訪問同数・も示したが、一
O
回以上出か
けたん小業午．しかなり多いとりわけ臼山中関係の要職に銑いたり、合弁企業関係、さらには中凶での
H
本話教師企務めるこ去になった卒業生も多
く‘そのような卒業生が一
O
阿以上の訪問をして
いる今
l
スが多い。
第三一－去と第一二三炎は、現段階における中国語山使別刷制度や得意な分野についての同党
Hをまと
めたものマあ 。まず第三二年表の「現介刊の中国紛の使用状況」については、「上く使う」、「時々使う」会あわせると約四
O
パーセントの卒業生が中国訟を使っ
ていることがわかる、それは各州に共通してみられ、かつて学んだ中国語が仕事や純一味で お生かされ
3
第三三炎は中凶語の閉店怠な分野を「読み」、『書き」、「会話」のそれぞれについてそのレベルに対しての阿容をまとめて示した・ものである。それに上ると、「なんとか」出来るレベル以上をみると、「読み」では実に八じ・五パーセント、『おき」では六五パーセント‘「会話 では六八パーセントの卒業生が今日なお中凶語を生かす力を っているこ がうかがえ 原点の書院教育の中で大きなウエイトを占めた中国指が十分価値をもち、省効性を発測していることがわかる。最後に第三四奈は、日本における中国関係のボランティア活動の状況の回答分をまとめて示し
1•1 士 i!JJ;，主L・：；，（唱 56
第 31 表中国との諸問係｛その 2)
期 :15 37 ,M 45 •Iii F付 Yミ 38 合計
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第 32 表中国語への親しみ
期 :l5 37 44 。15 46 内 山符
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、 H寺i
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使
用 ［、＇ iiι , 41 15 ｷ15 38 24 3) 3:1 ワMワ旬 37 19 191 30 15 [ 11 379 
( 1995 ！（：.アンケートより n~h立）
57 11( 咲かJ,t自民卒業当の似跡 11!•1!(1司t書院卒業’t，、の7ンケート測貨から
第 33 表中国語の得意な分野
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第 34 表 日本での中国関係のボランティアの内容
19 ・1-1 ｷ15 16 内 ．各
~; I() ~: l:l :H 36 :l8 ,10 ｷI ・13 ·f-1い咋1111 r-n ！咋I'’l Hli ・.＇／ I”l rと－；－”3t :rn 
日，， ir問｛系 ill 設で i芯 !fi/J :l ヴー 6 ・ 3 :l ’B う＿.，に
中 If.I 自Ii 教師 ・』) :! ・』> 3 2 -, 3 
tjl 同留学生の jlそ Ii丹 3 -, 18 
残 i沼孤児の tit ,1& ;>
翻 訳 通 itR 2 
中 国 h汗 究 9 
引 t母音の世話 ・－》-
中国人への II 本語教育 2 
中［！J人への吋ーピ＂·文通 •) 
日中合弁企業 -, 
中凶 11,\J 係 !'I ＇.貸出版
日中関係クラゾ
1:ι3 ‘ 湾 lif 究
台湾の手伝い
中 国 ぴ〉 f議 ！羽
日中関係スポーツ
中岡本仰の講演
合計 6 司 :1 8 リ 7 12 9 9 ｷIi 8 7 : 9 I j ｷI 101 
(l!IB5iドアンケートより W1~）
fn1 文 .!Jr；，記記念制I 58 
たものである
3
それによれば、全体で約一
OO
人の卒業生がさまざまな
中同聞係のボランティアにかかわっていることがわかる。回答総数に占める割合は一七パーセントで約凹分の一に当たる
a
すでに卒業生のすべてが高齢化し、肢も若い卒業生
でも七
O
成を位えている（一九九五年時点てより尚齢の
卒業生は八
O
段を越えており、その卒業生の方々がなおこ
れだけの中国関係のボランティア活動を行っていることは実に鮪き、敬意を表することである。ボランティアの内容は日中関係の組織や中国語の教師、中国人関学生の欧活などが目立つが、中国研究を続けるケースも目立つ。そのほかのボランティア 仕事も多彩であり、書院卒業生が卒業後も何らかの形で中国にかかわろうとする姿勢が二の表の中でかなりはっきり示されてい といえ 。そこになお書院教育が脈々と生き継がれ‘そのバックボーンに 精伸がどっしりと生き永らえているこ
Lしを知ることができる。
九、書院から得たもの最後に書院卒業生の現時点で 書院感、人生の中での書院に関係する気持や意殺についてみてみよう。第三五表は「 から得たもの」についての同容をまとめたものである。回答内容は「大い あった」と一括で表現したケ
l
スと
具体的内容を回答したケ
l
スがあり．それらについては
キーワードとしてまとめ整理した
c
具体的内容についてみると、大きくは二つのグループに
分けられる。まず最も多いのは『中国への理解と視しみ」、「国際感覚と世界 悦野」など、中間に対する強い関心と理解であり、中国上海で学んだことが日本を外からも見ることが出来、またコスモポリタン的センスを養成 ことなったということである。これらは後述するように戦後の日本社会の中で強く自 したことに違い い。またもう一つは「書院制神」や「人間形成」、私利を求めない「非出世主義」‘ 精神皆学、儒教」、『使命感、責任感」などが不すグループであり．人の道、人の生き方 原則にかかわる部分であるのこの一一つはすでに前述した 教育の特色」であらわ
れていた点である。前者は書院の建学の精神「興学要旨に沿ったその反映であり‘後者は書院の教育方法「立教養義」に沿ったあら れである。全体 して書院教育の目的が明憾な形で書院生に受容され今日なお継検されてきたこ
59 唱（空かl ）.；~民主宇 i, 魚川航跡一夜空i[uH; ＆；主，；＜： $.·t－、のアシケー｝調貴乃・ら
期 :J5 :17 44 •1:i 4自l付 'i 
~30 ~33 3ｷ1 36 :lfl 40 ｷI 43 H千i専門 予Hji専門 千代専！”！ ｛；－.苛ι’ ;19 . 
大いにあった 3 a 2 ’M ) 5 ・I ' 5 2 l I －・，， . 33 
中凶への.PW と iii しみ 6 2 8 8 :! 9 :J 3 ・I ｷ 2 2 6 ・．' 61 
l司際！感覚と世界的tl!J!f 3 3 9 3 。“ 3リ
中国語を教育できる 3 3 
戦後に「t きる 1） と (I!,; －,ー 3 －旬, 1:1 
書院精ドl• とその誇り 2 -, -, 14 
先緩や友人~ iヰた ワ旬 3 13 
附 Nr 将学、儒教 3 5 
人 fil 限l ・ヲー 8 
？を縫時の；底抗力 抗
人 問 ff~ r:t 。ー 7 
大陸的 lJ おらかさ ・・．> 3 
就職先 仕事 ・1・ ’‘>・ 。
;ltqfl 世t+.：泳、 Uf'J 少い ・》 8 
使命 11!,. 責任感 3 
白 .¥L t1: ‘>ー
協調 t性t I I ！引：：… 仁l一”引5 リ:! 自！万 2Ii夜でのす！震の '111!;1の i; 宮1 I :! I I その他・I :I I I I I I :i I 1 ・ I 2 
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書院から得たもの第 35 表
(1995Wアンケート主り （j・，，t)
止がわかろ$その意味において、学校教布、さらには高等教育のあり方がきわめて大きな力を有していたことを時山内附することができる”その他、先輩や後筑‘さらには同窓のつながり、その中での人間関係．自信や低抗力など、書院教育の独自のシステムから生み出された唄
H円が挙げら
れ、文字辿り「書院教育」が多くのお院生 受容され、人
vu
なおこのような形で持制されていることが
わかる
c
なお、「その他」の中には色々な例別の観点の却価も合まれ、少数だが以上のようなかなり明綾な書院教育に適応出米なかった同然いもある
c
ところで、以上のような諸点は他大学出身者と交わる社会の中での自己特性 評価によってち央付けられるように忠われる
c
第己六去はそのよう 総点から、「他大学出身者し」比較した応院生の特徴」についての凶符合キーワードとしてまとめ、示したものである。ゎ火に心される上うに、この設問に対してはより多くの附答が示され、それぞれ思うと二ろがあ ものと忠われるにそれによれば、前掲 二一五夫 みられたように、書院教育の二つの側出、つまり一つ
H
は日中世般に
かかわる中同へ 理解と縦しみや国際性 そ て一．つ日は郎教的凶即刻一に耳づく人道主義とが・』こにもあらわれており、そ 点は書院教育の中で育った書院卒業生の大きな特徴として十分に自己評価してい
1・ ll セ書院？.L!.~：現l 60 
第 36 表 他大学出身者と比較した書院生の特徴
JUI 35 37 44 45 46 内 'a: 38 合計
~:rn ~ 33 3ｷ1 36 39 -10 41 -12 •t:I 子H;I// 門 予約専門 f-fヰ専門
受校心と団結カ 5 2 7 3 7 10 日 10 3 ・ 4 :l' I 70 
移t !i'-f カt 広 し、 2 3 2 5 3 ・．) 刀 3 6・，. -. , 33 
中国への理解と愛務 5 :i 6 :1 6 2 2 。ゐ 30 
lil 際的なセンス ・・》. 今 日
rn前？ λマートでなく. l>んびり 3 7 3 4叫4 ”I 
誠実、人情、礼儀正しい ・．) 3 18 
Ul極性、使命感、個性的 2 つ・，
立身1lll世と弘和jを望まない 2 ワ旬 3 l!i 
';( ft と ft aノζト6・ 2 2 。』 ・．> ') ・a
ｷ1 断力と優秀さ 2 8 
ほの下のM与ちと社会的rt献
豪放さと飲泊． 2 つ包 8 
γ：んだ科目が幅狭い 2 
('.I :ft 泊t f愈 3 
外国人への慣れ 3 
-－、.. 旺3 他 4 1 2 15 
I.: し、 :l 4 3 18 
駐在 記 y、 店 2 2 lfi 5 I 3 :1 :1 5 i 2 0 ・’〉, ｷI . I 65 
f’、 d”I· '.!7 1 13 •Iii 40 2:1 33 :>6 21 33 [ I リ 19 19 5 366 
(1995 ｛ドアンヤートより 11，，戊）
写真C 毎年同窓生が集う新年賀間交後会（1998. 1) 
61 ‘主主互r,,JX 』； i;記号R 草学のt.＼跡－ Ill：咲か： x,:rさ半世’仁、のアシ •r v寸前世か人一
新年の賀飼交役会での『大旅行の歌J の大合唱。（ 1998. I) 写真 D
ることがわかる、
サて？二＼それ以上にここで一市されているのが前二者とも
関係す が‘『霊校心ーと団結力」でこれが他校出身者に比べた州場合の最も強くあらわれた自己評価である。一般人との比悦でなく、他校との比較という設問がこのような点をより一層強く引き出したも と思 る。
’』
hw山…はすでにくりかえし凶符の山中からもぷされたよう
に、上海という異国で 同じ釜の飯を食べる全寮制度のも去、上級生
LL
ド級生のベアで同室で生活、また、「－
X脈行」
にみられる長期間の現地での苦楽を共にす 生活など‘国共同山中に
mm
かれた書院での生前の中で強いアイデンティ
ティがけ柄本的に形成され、それが卒業後の中国社会の巾で生きていく過院でも相互扶助や協力体制を組むこ での
γ
イゲン イティ つながった。それはさらに戦後 間学いう川神的支えの出失の中で、中刷では 大手の本業生が新たにた知の日本での再出発を同らねば らない厳しい状況下で、さらにこのアイデンティティが 化され‘それれ休日川仙川神的な支柱になってきたといえる
c
それは俗にい
う偏淡な学聞とは異 り、書院をこよなく愛し．それゆえに必院年業生をこよなく愛する「書 共同体」というのが妥当かもしれ い。それはまた他校出身者 は理解できない
L
ヘルにあり、そこに書院自体が有したユニークネスが
淀川仰されているとみてよいだろう。
このようないわば『帯院共同体』は民体的には書院卒業
生の中でも同議同士はもちろん、先輩と後輩と 強いがりに支えられている。
そこでそのような強いアイデンティティの中で、
r"1文~院とさ Ill 62 
卒業生
と同時に戦後の東西冷戦の中、戦前、戦時に中国の上海にあったことで書院はスパイ学校ではなかったかという流言もみられ、中には懐民地経営のための人材養成学校だと記されたりすることしあった。この点は当時の川郎との問
係も含め、戦後も今Hも関心が持たれている部分であるョ
しかし、そのため、書院卒業伎の中には山身校を人前で話
以上のように書院は弘事な教脊システムを確立し、その中で書院生は十分にその教育を受け、その教育システムにl分応じた形で卒業後各方而で活躍し、戦後日本のーとりわけ高度経済成長期に経済界や教育界、官界、ジャlナりズムなどの発展を支えてきたeそのような書院生の活蹴はその出身が上海の東亜同文書院であったと知られ、前述したようにどこか神秘性のある「幻の名門校」というむしろ敬称が付されてささやかれたa 全体としては刷瓦に強い迎併感とM輔があり、そのような中で伺互にそれぞれの個性と力を尊敬し評価しあっている状況がうかがわれるc気質については戦前、戦中、戦後の卒業生の間に違いがあるという街僚もみられる。戦時中以降は書院での教育機会がト分受けられなかった・－との影響であろう。
第 37 表 先輩・同輩・後箪の聞の特徴は
期 35 37 44 
同表によればかなり多憾で多面的な問符がポされている。それはそれぞれの立場での阿窓生とのつきあいの小から生まれてきた表現によるためであろうc
•15 相互はどのような評価や意織をもっているのであろうかJ第二一七表はその点についての同容をキーワードとして友とめ、示したものである。設問は「先輩、同輩、後訟の聞の特徴」に関する内山什について尋ねている。ｷ16 1ｷ1 容 ~28 ~33 34 36 :!8 40 •II '12 43 予防：専門 子科［WP司 -r-n：，年門 {tJt :¥9 純しく強いつながり -1 3 -t 4 7 9 3 5 6 2 -1 今・， 56 変らぬ伝統輸11• とおり 2 2 1 i長績のめんどみがよい 。白 . -, 3 3 ー・〉 18 
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先輩への毒事敬 2 3 
一僚にいえない 2 5 
とくにない．わからない 2 2 ・－'} 6 3 3 2 ’予 27 
そ d> ｛也 2 5 3 ．・》. 18 
ft ~ ι I 9 13 8 27 15 18 26 15 1s I 16 12 i rn 。 236 
( lfl95 lドアンクー卜より｛乍11lU
ω t紅白生同士茜降水業主J;f.\f，存－ d,:,JH,;I文書院卒$..1. ’，／ J アン片ート詞 ti刀・ι
さなくなったり、たという
c
そ二でこの点に関しでもお院卒業生に尋ねることにし
た
e
当事行の書院生自身がこのような風川や流コをどう受
け止めたか 点である。その凶答を第三八炎に示し??
回答者数はさらにふえ、然記名者はかなり少ない
FJ
それ
だけ書院生もこの風仔や流誌について強い関心を持っているといってよいだろう
c
その内容は全体の約八割が「そ ような見々はあ えい」とする最も多い凶容に近い内容である。それらの件同
容表現には強い憤りが込められており、そのような胤討や流→．
dに対して偵くポ内定している点で共通する。これがお院
で純粋に学び生活した書院生の大方 見方だといえる
υ
たしかに、日中戦争が始レよると一九三じ年秋には卜，海時
海軍の要請を受け‘一二四期生が約半年聞の通訳従取をしている。しかし‘これについても第・一次
k
海事変の中、長崎
仮校舎へ移らざる えなかった書院生の中国に是をつけていたい気持と、当時の戦況の中で店間民間等からの書院べの圧力が背景にあったこと、し し‘教授会は市郎か の要叫印刷に即応しなかったとされる
ω
また、内地の大学と同係、戦局悪化の山ヘ一九四三片山に
なると徴兵猶予の撤廃、勤労動員、繰り上げ卒業と詐 七順次戦時体制に組み込まれていった しかし、これら』迎の動きは書院だけのことでは く、内地の大 と変わらない動きであった。したがって、この戦時下 励きだけを取り上げて書院を特別にスパイ学校視するのは早計であろ
中川での話会さけたりした時間さえあり
第 38 表
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東亜同文書院へのスパイ視の見方について
( 199fi ij＇.アンケートより (1,1,t)
ぅ。実際、内地の学校では一般化した軍事訓練の授業は、書院では
μ以後のぎりぎりの時点主で設けられず‘今凶の凶
容の中で、古院に軍事訓練がないから書院へ進学した・とするケースさえみられた「
同容の中には、自らが行った「大旅行」の凋査報公牧闘が
術部に利用されたかも知れない」と－
M戒的な回符もあり、
「中国側からみ ばやむ伝え かも知れない」とする
M
答が約一一割ほどある。前者については、「大旅行」調査報告書に市部が関心をもった吋能性はあるにせよ、川郎の意向で調査テーマやコ
1
スが直接的に決められたことがないの
は前述の「大旅行」に聞する回勘九けでも明らかである。後者については見方の問題もあるといえろ 常々 る学術的地峡調査も見方を変えればスパイ活動になりうるからである
c
少くとも満州事費以前までは中凶側からのヒザが出さ
れており、堂々たる公然たる「大旅行」であったといっよい。それが時同の変化の中で、ピザが山 なくなったのに「大旅行」を支店した分を急にスパイ活動とは古いくい。
いずれにせよ、当初の京姫川文会としての統合時には多
少の粁余曲折があったとはいえ、書院開設時にはその開設け標は日中間 迎携として明織化されている。その阿保下で、純枠な目的と教育方法の中で発足し楚燥した書院が、日中戦争の激化と日本側の戦同の忠化の中 、書院も最後の段階 否応なしに戦同 中へ巻き込支れるに干辛口ったのは事実である。そのことと従前から継承されてき 「大旅行」とが辿也され．「スパイ学校」悦する川叫 が立っ とうことであろう
c
書院卒業生の回答内容は、この風評や書院の性格をめぐる挑論に対する具体的な凶先日としてト分・泣味があるといえる。
65 .~足・！Iii司文笛院t.'ili'Lの軌跡－ d！・m1. 1 Zill院本来’.，，.、のアンケート訓庇から→
一O、おわりに｜人生の満足度と富院
l
書院は上海に開学して本年（一一
OO
一年）に一
OO
年目
今迎える。肢後の学業生の齢はじ
O
均械の半ぽになるコ活脱
されているかもおられるが、多くの卒業生は肢も日制した人生のヒ
l
クを過ぎ余生を楽しむ年齢になっている。
そこで晶後にそれぞれの人生をふりかえっていただき、人生の満足度につ て－
H己日怖をしていただいた、その川
容が第三九衣の上半分の部分である。
この設問にも多くの方が回附合していただいた。それに工
ると、「玄ず支ず満足てとす 凶芥が全体の過平合占め、それに「大いに満足」の阿容を加 と三分 二の問答行がほぼ満足した人生だったとしている。若干「不満足」だったとする回答者もみら一れるが、大勢としては 満足」との問答に正爪なところこのアンケート合実施した貯水針は小ツとしている。書院
hHr
業律いは戦前から戦後の激動期の中、そ
れも山中凶での学生生活に加え大半の卒業生が中国や満州でや一日され、戦後の紙しい殴岐 遭遇されて 多くの苫労を経験さ たからであ
それだけに、この多くの『満足感」は、激動の時代の山
t
で、思い切り活動 生きてきたこ の誌であろうし、多くの壮両院生が入学時に描い 大陸での雄飛という進取に－
M
ん
だ気性の夢が、その後の人 の中でも大 芽吹きカを発陣できたということであろう。
それでは、その『満足感」の中に、
どの稜度お院とのか
人生をふりかえって満足度は
！り！ 4 ・1 ,15 ,1 ,'l ・・－：，ご
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第 39 表
(1995 年アンケートより作成）
l,c 1..!H之~ヨ－合問耐
かわりがあるのであろうか。問畿の下半分はそれに対する田容をまとめたも る。それによると、『書院と大いに間保がある」との回答が実に凹
O
パーセントを占め‘それに「書院とやや聞係がある」
を加えると七
O
パーセントが「関係ある」と自己評慨して
いる。それに対して『書院とは全く閲係がない』はわずか数パーセント、それに「書院とはあまり関係ない』を加えても－
O
パーセントを占めるにすぎない。
人生の満足を『書院との関係がある』とする田容は全期にわたって広がっており、年放には無関係である。その内
務には書館での教育や書院の同窓の中での相互協力など色々な側面があったに違いない。
いずれにせよ、人生での『まずまず』以上の糊足度は、事
業生の心の中で書院の存在 きわめて大きな役割を果したことは間違い い。その点で、上海での書院キャンパスは盗を消したが、書院梢神はこの一世紀の問者 本難生の中に脈々と継承され、今後も多面的に生き いくことになるだろう。あらためて、すぐれた書院教育の成果と、た書院卒業生の力量に敬意を裂したい。
それにこたえ
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〔付記〕位後に付録的ではあるが、持院卒業生の万々が挙げていただいた書院で学んだ附代の「印象に問る教師逮」を抗凹一一J火として一覧させていただく。ド火中の紋山十は教師の名を記入し 刷附
AH欽合・不寸ャ教師の叫就任川捌
dりあるため、教．帥
山間に
ψながあるが、ランキングではなく、－印象に残る」教
師というこド」でご則前いただきたい
J
ただ‘お院教育山中
でどの教師が印象深かったかという点は、その教育が書院生に何・り小山形で影響合与えた ぶからみれば興味深いものがある
ζ
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j羽 :15 37 44 45 46 ,.] 信4句I" 
~ 28 ~ 3:1 34 36 38 40 •II 42 43 予科ju，：門 予付：t年P9 予科；専門
l口h、 a,-
39 
恨 1島lt 院長
. - ........ 真 次岳 郎山 1H 陽郎 4 6 8 II 29 大谷十孝欣太 2 3 大 ·t ー
山 rn z量 草子 3 4 3 13 
馬場竹鍬太郎夫 2 2 ロ小文 2 2 5 2 2 4 21 
鈴消林 木水 択哲蕪 郎三夫 2 6 4 9 6 6 4 司 3 :, 62 2 ? ・4
2 
徳 fit 文太 夫 3 5 和山崎伊 日日 3 2 7 
悶 1fi 次教 郎中国，，、I人師 ? つ・． 16 大 院良長IS 4 4 2 1 仮本一 2 7 3 ワ幽 4 2: 10 12 2 50 
久重福三郎 2 2 ワー i 
影 J]J 磁平 2 
熊野正 3 3 :I I, 3 4 
野崎駿平 3 4 2 I ｷ)・ J.t 
桑偏 島IIJ 勝信 蔵一 2 
小悶勝太郎
久保問正三 2 
桜川影雄 3 3 9 
j3 m 義続千E旺 郎 2 6 ;fミ牟部品 悶 縫 2 限一
:fl; 鉄
小矢岩閉井じ太郎浄 2 5 7 7 3 12; 13 55 2 
日間康豊~吉: 2 2 4 4 12 神中 内 二
者江 i号行 2 3 8 
泊内i J短寅次郎 5 5 1 
山疋夫 ヲー ~ 
本間喜一 4 2 2 15 
i手斉宜 塚伯 若手 雄守 2 2 3 
上｛白 2 4 
~ m 大英 一 2 北野 吉 5 
木田弥三旺 l 4 
岩尾正手h主IJ llJ 仁l 左 2 4 
三好四郎
陣大 木内 隆徳壁 造吉 3 3 3 4 
1神芭板 司 2 之谷地飽直一男 4 4 
綴 j工義広
. 
合計 32 38 15 51 42 38 45 39 21 27 '22 20: :17 1 ¥ 12 450 
(1995 年アンケートより｛1£/ix)
69 <Ii竜車両文書院本業主の敏勝－tli•!!if•1文書院本業中，、のアンウー λm tf.j ・らー
あとがき
今回、ここに示した東亜同文脊院卒業生に対するアン
ケート結県のレポートは、第者が二
O
年近くにわたってす
すめてきた東盛岡文書院に関する研究の一環である。当初、見向きもされなかった研究が．今日少なからず脚光合浴びるようになったことを思うと隔世の感がある。その最大の背既には、ベルリン 峻の出演 よる東西冷戦体制の崩棋とそれに連動したイデオロギ の岡市い堕の肋峻がある。中国について 讃長 ていた文本倣の現実が浮かび上がり、経済の改革開放政策が人々の意識を変えた
J
そんな中で、厚い慢の中に閉じ込められてきた書院にも
光がようやく当たり始め それまで わろうともしなかった研究計もその作在に新鮮さを感じるように っ 。しかも、文革時代とその余韻 伐る時代 お院を併国主義日時の先兵として一蹴していた中国さえ、近年研究者がその成果物に熱い目を法ぎ始め、書院 まで関心を持と としている。書院の後継的仔従である愛知大学も のシフトを変えたのはまだ新しい
F
書院をめぐる庫県軸は今や大きく転
換しつつあるというのが正広な見かである。
それだけに従来は書院の実体は熟知されず、流行や風討
が幅をきかせやすい状況があった。また 議 研究を歴史的史資料から改め、記録され それら史資料だけを正当とみなす研究もある。しかし‘それら史資料がどれほど 実体を説明できる につ ての確証はな 。
従来の書院をめぐる外側の史資料による研究を認めなが
らも、今回は内側の書院生そのもの 焦点をあて、生きた
証人として経験的事実を詰っていただいたむさまざまな史資料や制度の具体化は、その影響を受けた書院生そのものに爪接投影され きたはずだからである。もちろん、錯覚や時代性も考慮されなくて ならないが‘五
O
年以上の経
過とその後の変節の時代を経験されたお院生の言葉は十分信活性があり説得性がある。このような形でのアンケートによる方法とはいえ、従来、書院生自体へ 調査は行なわれていない。その点で、今回のこの報告が書院 内側からの生の姿を伝えるも として前要な意味をもつも と確的している。今後の書院の再評価を含め、になれば幸 である。
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この報告がお院研究の一助
ところで、今回のこ アンケート調貨には凶
OO
人近く
の品院卒業生にご協力をいただいた
η
九
O
近い設問があっ
たこともあろう、回収率は三割に満 なかったが ご高齢で他の方に代議していただ て附容 お寄せいただいた方もあっ ほどで る。また、各項目 丁軍にお答え ただいた上に、さら 多くの怠日比やお考えを御教示いただいたい々々 多かった
c
ありがたく思っている。
思わぬ多くの凶符内山什を前に‘どの上うにまとめたら上いか思案する時期もあった
3
早く盤創出してまとめたい意欲
はト分あったが、川町にお院研究の動向七日比傾めておきたい気持もあっ旦た・本年、書院関学一
OO
周年の年にあた
り、ニの機会にこのような形でま められるチャンスが出来たのは幸いで る。すでにアンケートの整理は数年前に出来
LL
っていたが、今回、回答内容をキーワードにまとめ
る方法で整理した。それ以上の換作はせず、失わぬように表現したつもりである
Q
多くの回答を多くの情報とともにいただきながら、このようなレベルでしかまとめられなかった・」とに残念なれ丸持もある。これは紙幅の関係もある。関連していただいた多くの情報は別の形で被用をすすめ、別の機会に第二州！どしてまとめられたらと．闘っている
3
ところで、ご田容をいただきながらすでに鬼絡 入られた方々もいる
3
この結果をお知らせできなかったことへの
お詫びと、ご冥福を心より申し上げる。
また、このような形で発表のチャンスを与えていただい
た愛知大学班盛岡文書院大学記念センターには厚くお礼申し上げ、川氏立を同っていただい 旺文社の官減給也氏にも陪くお礼巾し上げる。また．般川県を手助ってくれと姿千鶴子にも感謝を表 たい。さらにあわせて細かな表組みなど短時間に印刷し、書院一OO
周年記念日の出版に間に合わせていただいた三愛企
画にもお礼申し上げる。
資料的価値を
ニ
OO
一年（平成二ニ年）
愛知大学文学部
藤
五月ヒ臼（地理学）悶佳久
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縄集部より
『同文書院記念報
8号』掲載の「北京国家図書館所蔵東岐
川文書院
1938143
年書院生夏季旅行調査報告書及び
日誌目録」（房建口中国社会科学院辺境史地研究センター副所貝）は房述昌先生が昨年の夏、来日し、山羽織及び東京で報告されたものの原縞（著者執筆）であります企これに対し藤間照男会員他から意見が寄せられましたので、編集部よりご説明いたし棄す。一‘大旅行報告書、日誌について総括的な報仲一円であり‘
個々の項目はすべて簡単なものである。例外的に一部詳細な記述のものがありバランスを欠いているとの指摘。・・あくまで房先生の判断によるものと理解しておりま斗ヲ
一一、項目の一郎で、国務院外事弁公室編集印制の『
H
本人
物辞典』からの引用があり、内容の一部に大きな問題があるとの指摘。・・一一先生が引用された意図は不明でありますが、この部分は標題の主旨 いっても‘また店先生の執取ではないことからいっても無くては らぬも とは考えられません。執議机引にもご述絡の上、炊の附明刷附に削除することにします。
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